
蕪村の句における漢詩文の影響について

仁 枝 忠

　蕪村の句が漢詩文を背景とするものの多いのは誰しも認め

るところである。そしてその利用の方法が誠に無凝自在であ

って，特異のPマンチシズムとエキゾチシズムを醸し出して

みるものが勘くない。これは蕪村が軍なる俳人ではなくて，

漢文學に造詣深い文人画家であることに胚胎するものがある

と思はれるのである。南画は謝璽運・陶淵明・王維・林和靖

などの隠逸高踏的な詩境が慕はれるもので，これが直接に蕪

村の俳風に影響したものであらう。彼は芭蕉への復旧を希求

しっっも，決して芭蕉と同じ境致を表現したものではなかっ

た。この理由も亦ここにあったのではあるまいか。人生の爲

に苦しんで句作するのでなくして，半ばは書齋の中で構想を

錬り，古典の世界を現實の中に導入せんとしたものであっ

た。從ってその句の解繹や鑑賞についても，漢文学の背景を

考察しないならば，到底味門出來ないものが多いのである○

これは彼の書についても言へることである。私は次にその影

響の下に成ったと思はれる句と漢詩文とを墨げて見ようと思

ふのである。影響というものの中には，明確なる引用，即ち

漢詩で謂う所の沿襲・踏襲のみでなく，翻案もあれぽ換骨奪

胎もあり，また朧げながら句作の時に，恐らくは彼の磯回に

映じてみたと思はれる漢文学を，當時流布していた漢詩文

集，または蕪村が讃んでみたと想像せられ，また礁澄のある

書物の中から取って，旧く考察してみたいと思ふ。これによ

って私は蕪村の三値を減ずるものとは考へない。何故なれば

文學者は誰しも先行する文學の影響を受けるものであり，そ

してその先行する文學も亦必ず租述するところがあるからで

ある。しかしまた二つの作品が必ずしも關係がなく，偶然に

古人の作に似たもの，卸ち機軸を同じくするものの出來るこ

とも否定出來ないことである。この黒占については，正確には

本人に聞く以外には方法がないわけである。從って私の獲断

や臆測も免れ難いところであり，異論も多いことと思はれる

が，勘くとも比較鑑賞には値するものと考へられるものを，

廣く墨げたつもりである。

　蕪村の句における漢文學の影響についてその傾向を分析し

てみると，大艦次の如く整理出來ると思ふ。やや煩蕪にわた

るが，便宜上中國の詩論の用語を借りて，五句ずつ提示する

ことにする。これは蕪村が漢文學に造詣が深かったために，

必ずしも意義なしとしないと考へたからである。

　〔1〕翻案一前行する作品を案として，その趣旨を打回

して裏表に作ることである。例へば梁の王籍の「入若耶漢」

の詩の，

　　鳥三山三三。

を宋の王安石が「三山」の詩に．，

　　一鳥不三山更幽Q

としたのは醗案である。また杜甫の「邊李二十九弟入蜀」の

詩の

　　愚將百銭卜。瓢泊問君平。

より李白が「邊友人入蜀」の詩に，

　　升沈慮已定。不必問君平。

を得たのもこれである。さて蕪村の句についてみれぽ

　一一・一一・貧乏に三つかれけりけさの秋

　二　橋なくて日暮んとする春の水

　三　秋風の三人はしらじふぐと汁

　四　蛤にたたれぬ鴫や春の暮

　五門を出て故人にあひぬ秋のくれ

これらは（一）張説の「蜀道後期」の詩，（二）劉廷芝の「公

子行」の詩，（三）蒙求の「張翰適意」，（四）戦國策の蘇代の

故事，（五）古辮の「朝出城東門」の詩の蘇案である。（本論

に詳読する。以下同じ。）

　〔2〕　換骨奪胎一『詩人玉屑』に『回忌夜話』を引いて

次の如く説明してみる。「山谷言フ，詩意窮リナクシテ，入

ノ才二限リ有り。限り有ルノ才ヲ以テ，窮リナキノ意ヲ追

フ。淵明．少陵ト難モエヲ得ザルナリ。其ノ意ヲ易ヘズシテ

其ノ語ヲ造ル。之ヲ換骨ノ法ト謂フ。其ノ意ヲ規墓シテ之ヲ形

容スル，之ヲ奪胎ノ法ト謂フ」と説明してみる。即ち換骨の

法とは古人の作の意義を模し，或は同じ内容を述べるのに異

った語句や表現を用みるものである。奪胎の法とは意の異る

ものを類似した形式により表現し，著想を新たなるが如く見

せかけるものを言ふのである。『椚轟新話』に「文章ハ古人

ノー言一句ヲ踏襲スルヲ要セズト錐モ，然モ自ラ奪胎換骨ノ

法有リ。所謂簸丹ノー粒，鐵二黒占ジテ金ト成スナリ」とある
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が，鐵を攣じて黄金と成すのがこの理想である。このことは

初子者より大家に至るまで，好んで用ひられる法である。例

へば『詩林良材』に李白の，

　　鳥飛砂砲撃天碧。

を黄山谷が

　　白鳥去霊青天回。

に造ったのは換骨の法であるという。また前の王籍の「鳥阿

山更幽」を，杜甫が「野分氏隠居」の詩に，

　　伐木丁丁山更幽。

としたのもこれである。

　杜甫の「寄司馬山人十二韻」の，

　　髪少駅留白。顔裏壁更紅。

を鄭谷が

　　裏髪霜善南。愁顔上借紅。

に作り，白居易は「酔中封紅葉」に，

　　酢貌如霜葉。棚下不是春。

となし，更に蘇東披は「煙草三首」の第一首に，

　　見童誤喜朱顔在。一笑那知是酒紅。

を得たのなどは奪胎の法である。この換骨奪胎の法は最も好

んで用ひられる法であるから，更に例を墨げると，唐の雍陶

の「過壁隣霊園」に，

　　春風堪賞還堪恨。縫見開七重落花。

とあるが，以下の作品はそれぞれ前作の換骨奪胎である。宋

の萢成大の「晩歩西園」

　　吹開紅紫還吹落Q一種東風異様心。

宋の陳元信の「松棚」

　　清陰堪愛遠耳恨。遮却斜陽凝月明。

我が後水尾天皇の御製「窓前栽竹」

　　夏宜急雨冬宜雪。也恐清陰硬月明。

頼三樹三郎の「和春簾雨車」

　　催花雨是落花雨。一様櫓聲前後情。

これちは決して後作が前作に劣るものではない。ただ注意す

べきことは，巧緻にして，典撮が露見しないやうに心掛ける

ことが肝要である。しかし俳句の場合は，寧ろ典櫨を少しく

露呈して，その背景の上に句を鑑賞せしめることも面白いこ

とである。次の「閣に座して」などはその例であり，それが

詩の原典のみならず，嵯峨天皇と小野篁の逸話も思い出され

て面白いのである。

　一遅き日のつもりて遠きむかしかな

　二　閣に座して遠き蛙をきく夜馬

　三　ほととぎす平安城を筋違に

　四　青梅に眉あつめたる美人哉

　五瓜小家の月にやおはす隠君子

これらは（一）杜審言の「燐寸江」の詩，（二）白居易の「春

江」の詩，（三）蘇東披の「後赤壁賦」，（四）離々の「西施捧

心」，（五）漢の郡平の故事を換骨奪胎したものである。

　〔3〕　黒占化一箪とは『爾雅』の繹器に，「滅謂嬉野」と

ある。注に「以筆滅字爲黙」とある。即ち前人の作品の文字

或は形式を取り，奮來の姿を抹消訂正して，別に一新機軸を

出し，却って前人の作より優れたるものを得ることを謂ふの

である。例へぽ白居易の「食筍」に

　　且食勿脚踊。南風吹作竹。

を黄庭堅が「從野老町勢箏」に，

　　井開開廷蒼玉東。明日風雨皆成竹Q

に作ってみるのがこれである。また李嘉祐の

　　水田飛白鷺。夏木嚇黄鶴。

を取って王維が，「漠漠」「陰陰」の字を句の頭に添へて七言

の句にしたなどもこれである。（但し李嘉祐は中唐の人にし

て，王維より後の人なれば，黒占化の設は當らないとも言ふ。）

我が大江千里・早道列樹の歌人の名に，「月」「山」を下に附

して，

　　大江千里月。春道列樹山。

としたなどは興味ある黙化であらう。蕪村の句について見る

と，

　一　さくら狩美人の腹を滅却す

　二　畑うちや法三章の札のもと

　三　炉塞で南平の風呂に三身哉

　四耳目肺腸ここに玉巻くぼせを庵

　五半日の閑を榎やせみの聲

これらは（一）杜甫の「曲江」の詩，（二）漢の高租の故事，

（三）晋の阪威の故事，（四）司馬温公の「濁樂園記」，（五）李

渉の「題鶴林寺イ曾舎」の詩の黒風化と云ふことが出來るであら

う。この場合は特に俳諮の譜誰的素材として取扱はれてるる

例が多いことに旧注を要するであらう。例へば，

　　ところてん逆しまに銀河三千尺

　　廣庭のぼたんや天の一方に

　　川狩や漏去來といふ聲す也

などはこれであらう。

　〔4〕　踏襲・沿襲一前人の作の詩意を取り，これを自ら

の作として出すことである。これは剰霧ではないが，巧妙で

ない限り作品としての債値の落ちることは當然である。r詩

人玉屑』巻八の「墨黒論沿襲」の項に，作者は述ぶる者に及

ばずと論じてみるのはこの意である。しかし具髄的作品につ

いてみる時には，纏て後の作が劣ってみるとのみは云ひ難
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仁枝　　忠　　蕪村の句における漢詩文の影響について

く，同じ『詩人玉屑』にも『隠居詩話』を引いて，．述ぶる者

は作る者より工なりとも論じてみるのである。例へぽ杜甫の

「蜀相」の

　　三階墨黒自春色。隔葉黄臨空好音。

は梁の岡岬の「行孫氏陵」の

　　山些些樹響。無月白秋輝。

の踏襲である。杜甫の詩は…字と難も出典があると言ばれ，

古人の詩句を踏襲して秀句を得たものが多い。李華の「弔古

戦場文」に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　其存其没。家莫聞知。入或有言。將信將疑。嫡娼四目。

　　寝書見之。

とあるのを陳陶は「朧西行」に

　　可憐無定河坐骨。猶是春閨夢裏人。

と踏襲してみるが，『隠居詩話』には「蓋シ前ヨリエナリ」

と評してみる。また掻痒の「行宮」の

　　三階古行宮。宮花営翼紅。白頭宮女在。閑坐設元宗Q

を我が藤井竹外が踏襲して，次の「遊芳野」の詩を得たのは

有名である。これは五言を七言に改めた感のするものであ

る。綴蛾の作は誠に秀抜のものであるが，竹外の作も劣るも

のではない。

　　古陵松柏吼天聴。山寺尋塁壁寂蓼。眉雪老僧降職蔚。落

　　花深再読南朝。

さて蕪村の句について見よう。

　…　梅が香に夕暮早き麓かな

　二　君ゆくや柳みどりに道遽し

　三　撮る雁田ごとの月の曇る夜に

　四　二もとの梅に遅速を愛す哉

　五　畠を裂琵琶の流れや秋の聲

これらは（一）林和靖の「山窟小梅」の詩，（二）王維の「途

元二使安西」の詩，（三）雪起の「野雁」の詩，（四）和漢朗

詠集に見へる「早春」の詩，（五）白居易の「琵琶行」の詩

の踏襲であるが，殊に前三句はその原典を感ぜしめないほど

巧妙である。

　〔5〕特別の雰囲気，或はエキゾチシズムを醸すために，

漢文學の故事な：どを囁辞したものもある。從ってその語その

ものの中には深い意味はないが，雰園氣として句意を支へて

るるものが多い。

　一　指南車を胡地に引去ル霞哉

　二　易水にねぶか流るX寒さかな

　三　歩脚の市に簸見る雪の朝

　四玉霰漂母が鍋をみだれうっ

　五　ぼうふりの水や長沙の裏借家

これらは（一）黄帝の造ったと云ふ指南車，（二）荊朝が燕の

太子丹に別れた易水，（三）畢生が一炊の夢を見た郡郵，（四）

韓信に食を与えた漂母，（五）洞庭湖南の卑漁の地長沙が詠

み込まれてみる。これがロマンチシズムやエキゾチシズムを

生ぜしめる上に，非常な効果を有してみるのである。

　〔6〕　以上の外に，何れの漢詩文であるかは，卸町的には

指摘出來ないが，一見して漢交響の影響を感得せしめるも

の，脚ち漢文訓讃調のもの，或はその半分を出すことを期待

したものも多い。

　　白梅や墨芳しき鴻潔癖

　　霜百里舟中に我月を領す

　　蟻王宮朱門を開く牡丹哉

　　月光西にわたれば花影東に歩むかな

　　鐘老聲鰻て鼠樒を食みこぼす

これらは典擦は考へられないでもないが，それよりも漢文訓

無調による効果を期待したものであり，中には芭蕉の一考・

天和期の作を想はしめるものがある。また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　一行の礪や端山に月を印す

　　　　　　　　　　の　　　コ　　　　　　　り
　　鬼貫や新酒の中の貧に庭ス

　　　　　　　　　　　リ　　　リ　　　リ
　　新そばや根來の椀に盛來ル
　　　　　　む　　　む　　　む　　　む　　　ゆ

　　ゆく春や逡巡として遅ざくら

　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り

　　冬籠燈火颪の眼を射る

　　　　　　　　　　お　　　り　　　り　　　ゆ
　　閻王の口や牡丹を吐んとす

これらの圏点を施したところなどは，全く漢文訓讃の語法を

取り入れたものであり，「月を印す」の語は蕪村の創作で，

私の管見では漢詩文にこの用例を知らない。「貧に庭ス」「盛

來ル」は，漢文吊り假名の片傍名を用ひてみるのであって，

芭蕉も蕉風開眼期には意識して好んで用ひた例でもあって，

蕪村も恐らく意識して用ひたものであらうと思はれるのであ

る。これらは蕪村の漢文學の教養から來た自然の傾向であっ

たと想像せられるのである。

　以上蕪村の漢詩文の影響は，大略右の六種類に分析出來る

と思はれるがその撮取の方法は複難多彩で，巧緻を極めたも

のも多いのである。なほ翠微・片雲・五更・三十などの詩語

から，行人絶ゆ・月天心・耳目肺腸などの詩中の成語も，そ

の具艦的な出典を愛護書中に探してみた。また前書きについ

ても，句と不可分の關係にあると云ふ意味で，句と同様に取

り扱って，その典擁も考察した。

　さて文學作品とそれに先行する文學との響町を考へること

は，解繹と鑑賞上において重要な手がかりと，微妙な三分を

感ぜしめることは勿論であるが，またその作者の創作に掲す

る態度を推測せしめるものであって，特に俳句の如き短詩
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型については見逃せないところである。

　　ほとNぎす平安城を筋違に

この句はこれだけで何の疑間もなく理解出著るのであるが，

「後赤壁賦」の

　　人影在地。御見明月。……月白風解。……反響登舟。放

　　乎中流。嘉其所止而休焉。時夜將半。四顧寂蓼。適有孤

　　鶴。横江東野。翅如車論。玄裳縞衣。憂然長鳴。掠予舟

　　雪避也Q

を踏んだものではあるまいか。然らばこの句は四顧寂蓼たる

平安城の月明の夜であること，孤鶴に代へるに杜鵤を以てし

たこと，即ち杜鵤は一羽で，その聲は静寂を破ったものであ

ることなどを想吟せしめるものである。ここに鑑賞の問題が

あると思ふ。芭蕉にしろ，蕪村にしろ，背景となってみる漢

詩文は，大概當時有名にして人口に縢i回したものの多いの

は，彼の讃書が當時流行した書物と一致してみることと共

に，俳句の庶民性を考へたためであらう。然しまた必ずしも

一般に知悉ぜられたもののみでもないことは，庶民性のみな

らず，藝術性も忘れなかったことを意味するであらう。その

場合は強ち背景を知らなくても理解し得るようである。勿論

江戸時代は漢文學の盛行を見た時代であるから，現代のわれ

われの教養とは，自ら異ることを考へなければならない。實

にわれわれが想像以上に漢詩文の影響が認められるのであ

る○

　さて私は次に蕪村の句の解繹に當って，漢文學の影響を想

像するが故に，二，三の攣った解繹が成立するのではないか

と思はれるものを，下に墨げてみようと思ふ。勿論必ずしも

自信があるわけではないが，蕪村の作例によってみて，或は

彼の胸中に全くなかったとも考へられないので，敢て次に示

すのである。大方の叱正を期待してのことである。

　　萎刈て遠山見せよ窓の前

この句は「遠山眉⊥「遠山黛」の換骨奪胎ではあるまいか。

この語は婦人の眉の美しさを形容する語であるが，これを原

意に返した用法のように思はれる。『趙飛燕外傳』に

　　飛燕妹合徳巻髪。號新興髪。爲薄眉號遠山眉。施小朱號

　　傭來粧。（園野司法の麗人門。美人）

とあり，『西京特記』には

　　卓文君妓好・眉昨年望遠山・国際若芙蓉。肌膚如凝脂。

（同）と見える。黛とは眉墨である。眉を遠山に讐えた語であ

るが，この語を取って却って既墾にして用ひたものであらう

と思ふ。蕪村の俳諸的手法である。

　　下野として石に日の入る枯野かな

冬枯れの一帯蒲條たる中に，弱い日射しが大きな石を照し出

してみる。寂蓼たる情景を詠じた句と考へられてるる。そし

てこめ背景として班固の「西都賦」の「原野藷條」，陶聖明

の「擬挽歌辮」の「馬爲仰天鳴。風爲自星野。」の語句が引合

に出されるのであるが，私は本論にも蓮べるが，次の詩の背

景と考へることは如何であらう。

　　　　昼下郵塊橋半張子房　　　　　　　　李太白

　　隣県碧水流。駆引竿石公。嘆息此人去。i講條徐洒空。

　　　　子房取履　　　　　　　　　　　　蒙　求

　　前漢張良字子房。其先韓人。嘗遊下郵垣上。有一老父衣

　　褐。至三所。砂嚢其履翼下。謂日。儒子下取履。…

　　魚子見我濟北穀城山下。黄石即我已。途去勢見。旦日岡

　　其書。廼太公兵法。良異之。常習諦。後從高帝過濟北。

　　果得黄石。取而寳祠之。

黄石公と張子房の故事は誰しも知るところであり，『蒙永』

の外にも『高士傳』『列仙全傳』などの書にも見える。蕪村ぱ

これに甚だ興味を引かれたらしく，

　　　　題　沓

　　石公へ五百目もどすとしのくれ

　　　　嘆息此人去。上薬根笹空。

　　沓おとす音のみ雨の椿かな

の句をものしている。「薫條樽酒空」の空の字を黄平の石に

替へて，これを枯野の石に措き代へたのではあるまいか。即

ち張子房が濟北穀城山下を過り，薫條たる野中に見た黄石，

嘗て沓を落して，兵法を授けた老人と，事の攣った寂蓼を寓

したものとは考へられないだうらか。　「薫條」の語の出典

は，明かに李白の詩に求むべきであらう。

　　突とめた鯨や眠る峯の．月

有朋堂宇のr蕪村全集』の頭注には，

　　濱には巨鯨眠れるが如く横はり，峯には寒月冴えて漁村

　　の夜は更けて行く。

とある。「突とめた」とあるから，眠る鯨は突き殺されたの

であらうが，眠るの語が妥當を敏く感じである。私は敢て次

の詩の影響を思ふのである。

　　　　採石月贈郭功甫　　　　　　　　　　梅聖愈

　　採石月下訪謎i仙。夜型錦砲陣鈎船。醇中菊月江底懸。以

　　手弄月身過然。不鷹暴落飢鮫挺。便當騎鯨上青天。

　　　　燕国手　　　　　　　　　　　　　　馬子才

　　李白騎鯨飛上天。江南風月閑多年。

馬丁仙李白が釣船に坐し，醇うて水中の月を捕へんとして水

に入り，鯨に乗って青天に上ったと云ふが，その李白を乗せ

た鯨が，今も山上に照る月の下に，静かに眠ってみるのを，

私は見たの意で，李白は既に上天し，その後の江南の風月の
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仁枝　忠　蕪村の句における漢詩文の影響について

閑なることの綾いてるるの意を寓したものではあるまいか。

「突とめた」は，しかと見たの意であると思ふが，考へ過ぎ

であらうか。上の漢詩二首は共に『古：文平野』所収である。

鯨と月と相拝して用ひた蕪村の句に，

　　既に得し鯨は逃て月ひとつ

がある。漢文學についてみれば杜甫の「秋興八首」に，

　　織女機業虚夜月。石鯨鱗単動秋風。

とあり，また『廣附記』に，

　　鯨観長百丈。大楽構之。雌日鮫。雄日鯨。目即明月珠。

　　死不見回購。而噴浪窮於雲日。

と見え，また『古今注』にも目は明月の玉となると云ってみ

るので，鯨と月とは，日本流に言へぽ縁語である。ここにも

蕪村の聯想があったのではないかと思はれる。

　さて本論として，次に蕪村の句と，それに影響したと思は

れる具農的な漢詩交を比較考察して見ようと思ふ。配列の順

序は大略『岩波文庫版』に依ったが，『日本古典：文学大系』

のr蕪村集』を参考した。多少は前後したものもあり，叉後

に見える句（後篇も含めて）を上に纒めたものもある。

　　　　離　　落

○うぐひすのあちこちとする小家がち

　　劉長卿の贈品鄭虚小府に，簾落能相近。漁樵偶復同。ま

　　た戴叔倫の酬裏太祀長卿ic　，簾落栽山果。池塘養海鱗。

○鶯の聲遠きHも暮れにけり

○鶯に終日遠し畑の人

　　蘇直道の在関越崔・馬二御史素謡柘壷に・振与国隔日。

　　遷鶯山畑聞。（唐詩選）

　　　　禁城春色曉蒼々

○青柳や我大君の艸か木か

　　費至の早朝大明宮呈繭省僚友に，銀燭朝天紫陪長。禁城

　　春色曉蒼蒼。千住弱柳垂青顔。百購流鶯癌建章。　（同）

　　　　草　　蕎

〇二もとの梅に遅速を愛す哉

○梅散りてさびしく成しやなぎ哉

　　保胤の春生逐地形序に，東岸西岸之柳。遅速不同。南枝

　　北枝駆梅。開落四馬。（和漢朗詠集の早春）

　　　　人　　日

〇七くさや袴の紐の凹むすび

　　杜甫の人日に，侃劔衝星柳暫抜。匝琴流水自須輝。（杜

　　律集解。注に恥毛・厘琴はi装具とある）

○宿の梅折取るほどになりにけり

　　羅隠の江邊有寄に，狂折野梅山店暖。仁恕村笛巻縮寒。

○しら梅の枯木にもどる月夜哉

　　杜甫の三春に，鶯入新年語。花開瀟枯枝。

○梅遠近南すべく北すべく

　　蒙求の楊準準岐に准南子の説林訓を引いて，楊子早蒔而

　　契之。爲製法以南可以北Q（圓機活法の橋道門e道路に

　　も）

　　菅丞相の花時天異母に，煙霞遠近庶同等。桃李淺深似鋤

　　盃。（和漢朗詠集の三月三日）

○やぶ入の夢や小豆の煮ゆるうち

○藥喰盧生を起す小聲哉

　　李泌の枕中記に，開元十九年。道者呂翁。干郡郷邸舎

　　中。値少年垣生。自歎其困。翁操嚢中枕授之日。枕此當

　　令子榮適如意。生子親中。嬰清河崔氏女。墨尚書侍鄭同中

　　書門下平章事。掌大政十年目目凹平茸。三十蝕年出入中

　　外。崇盛無比。老乞骸骨不許。卒干官Q欠伸而籍。初主

　　人蒸壁梁爲饅。今尚未熟也。呂翁笑謂日。入世之事。亦

　　猶是　。生日。此先生所以窒吾欲也。敢不受教。再拝從

　　而去。　（圓機活法の人事門・夢）

○これきりに脛謹たり芹の中

○桃源のみちの細さよ冬ごもり

　　蒙求の武陵桃源に，陶潜桃花源記云。昔太元中。武懸人

　　捕魚。縁漢行。年忌之遠近。………復前行。欲窮其林。

　　細身水源。得一山。山有小口。髪髭若有光。便捨船從口

　　入。初極圏。纏通人。（古文眞寳にも）

　　　　春夜聞琴

○蒲湘の雁のなみだやおぼろ，月

○編る鷹田ごとの月の曇る夜に

　　鏡起の水毒に，瀟湘何事等閑同。水野沙二十岸苔。二十

　　五絃弾夜月。不勝清怨却飛騰。（三膿詩・唐詩選）

○肘白き櫓のかり寝や宵の春

　　白居易の中事に，放杯書案上。枕醤火傭前。

○春月や印金堂の木の間より

　　王昌齢の西宮春怨に，斜抱平和深見月。騰朧樹色隠昭

　　陽。（三腱詩）

　　　　もろこしの詩客は千金の宵ををしみ我朝の寄人はむ

　　　　らさきの曙を愛す

○春の夜や宵あけぼのX其中に

　　蘇東岐の春夜に，春宵一刻直千金。花有清香月有陰。

　　（聯珠詩格・詩人玉屑）

　　　　野　　望

○草霞み水に聲なき日ぐれ哉

　　杜甫の春夜喜雨に，随風潜入夜。潤物細無碧。（杜律集
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津山高専紀要（第1巻　第5号）

　　解）また劉長卿の呉中別嚴土元に，細雨漁衣看不見。閑

　　花落三二無聲（禅林句集）また門門之の桃源圖に，船開

　　三三一同顧。萬里二三煙水暮。（古文呼野）また杜律集

　　解の中に野望の詩題が二三ある。

○藥盗む女やは有おぼろ月

　　准南子の覧冥訓に，葬請不死之藥予西王母Q旭餓絹以奔

　　月。高誘注に，姐餓葬妻。葬講不死之藥於西王母。未及

　　服之。垣蛾盗食之。得仙。奔入月中年月精。（圓機活法

　　の天文門・月の嬬湾口月にも）

○指南車を胡地に引去ル霞哉

　　十八揮発の黄帝軒鞍瓦に，弾琴作翻。其人銅額。能作大

　　霧。軒韓作指南車。與貴尤戦於琢鹿之野。禽之。

○高麗舟のよらで過ゆく霞かな

　　菅三品の高天下丁丁に，讐鶴出皐披霧舞Q孤帆連水與雲

　　酒。（和漢朗詠集の晴）

○橋なくて日暮んとする春の水

○春水や四條五條の橋の下

　　劉琴芝の公子行に，天津橋下陽春水。天津橋上繁華子Q

　　（唐詩選）

　　　　西の京にぼけもの栖て久しくあれ果たる家有けり今

　　　　は其さたなくて

○春雨や人里ミて煙壁を洩る

　　杜．甫の禺廟に，古屋豊龍蛇。雲氣生虚壁。（杜律集解・

　　唐詩選）

○春雨や身にふる頭巾着たりけり

　　昭明太子の陶淵明傳に，値其醸熟。取頭上葛巾漉酒。漉

　　畢。照復早目。（陶説明集）

○はるさめや暮なんとしてけふも有

0くれかぬる日や山鳥のおとしざし

　　詩経の幽風七月目，春日遅遅。釆繁嶺町。また同じく小

　　雅出車に，春日遅遅Q卉木鍬萎。倉三階階。釆繁殖荊。

○春雨やものがたりゆく簑と蓋

　　蒙求の程孔傾蓋に孔子家語を引いて，孔子之郷。蓬程子

　　壁塗。傾蓋倒語。終H相親。（圓早撃法の器用門・雨傘

　　にも）

　　　　琴心挑美人

○妹が垣根さみせん草の花険ぬ

○蝉や相如が絃の切るN時

　　蒙求の二君當塘に，前漢卓文君。蜀郡四三富人卓王孫

　　女。新寡。好音。司馬相如與客四脚家。酒酎鼓i琴。而以

　　子心挑之。

○裏門の寺に逢着す蓬かな

　　張籍の逢野島に，檜房逢着款花花。山寺吟行日已斜G

　　（三髄詩）

○畑うちや法規章の札のもと

　　十八史略の西漢太租高皇帝に，吾當王關中。與父老約。

　　法三章耳。殺人者死。傷人及難解罪。飴悉除去秦苛法。

　　下民大喜。

　　　　後人逐前人。百歩爾百歩。下堤還上堤。欲暮日未

　　　　暮。

○山鳥の尾をふむ春の入日哉

　　杜牧の阿房割賦に，秦人不暇自哀。而後人哀之Q後人哀

　　之而不日之。亦使後人而復哀後人。（古文解明）

○遅き日のつもりて遠きむかしかな

　　杜審言の渡湘江に，遅日園林悲昔遊。今春花鳥作邊愁。

　　（唐詩選）

○畠うつや鳥さへ暗ぬ山かげに

　　王安石の鍾山に，茅篶相封坐終日。一鳥不鳴山更幽。

　　（聯珠詩格）

○河内路や東風吹罵る巫女が袖

　　陶淵明の辞去來辮に，舟揺揺以輕麗。風瓢瓢而吹衣。問

　　征夫以前路。恨農光之甲声。（古文三才）

○閣に坐して遠き蛙をきく夜哉

　　白居易の春江に，閉閣只聴朝暮鼓。上櫻空望往來船。

　　（新撰朗詠集の閑居）

　　蘇冥道の在廣聞崔。馬二御史鼓登相毫に，振鷺纏飛日。

　　遷鶯遠聴聞。（唐詩選）

○居直って孤雲に封ず男帯

　　李白の濁坐敬甲山に，割下高飛壷。孤雲猫去閉。相看雨

　　不厭。只有敬亭山。（唐詩選）

○うつ鼠なきつまみ心の胡蝶哉

　　荘子の齊物論に，昔者蕪周。夢爲胡蝶。栩栩然胡蝶也。

　　自喩適志與。不知可也。俄然畳。回附選然周也。　（圓機

　　活法の人事門・夢にも）

○商人を吼る犬ありもXの花

　　蒙求の武陵桃源に，陶泌桃花源記云。……忽逢桃花林。

　　；爽岸藪百歩。三無灘樹。芳華鮮美。落英綾町。……肝阻

　　交通。難犬相聞。（古文眞寳）また陶淵明の闘園田居に，

　　楡柳蔭後繕。桃李羅堂前。曖曖遠人村。依依櫨緊縛。狗

　　今明郷中。難鳴桑拝舞Q（古文眞寳にも）また翼長卿の過

　　鄭山人所居に，寂寂孤鶯哺杏園。蓼蓼一犬吠桃源。（三

　　膿詩）

　　　　風入馬蹄輕

Q木の下が蹄のかぜや散さくら
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仁枝　　忠　　蕪村の句における漢詩交の影響について

　　杜甫の房兵曹胡馬に，竹批讐耳峻。風入四蹄輕。（唐詩

　　選）また王維の鍛狸に，艸枯鷹眼疾。雪蓋馬蹄輕。（同）

○花に穿て我家遠き野道かな

　　陶淵明の録去來譜に，問征夫以前路。恨農光之烹微。乃

　　階二黒。車井載奔。（古：文眞寳）また杜甫の邊章郎司直

　　聾成都に，撃墜花早戸。春日髪事相。（早撃集解）また

　　杜甫の入喬口に，漠漠奮京遠。遅遅鶴路験○（同）また

　　陳子昂の晩次に，故郷杏無際。日暮且孤征。（唐詩選）

○玉川に高野X花や流れ去

　　李白の山中答俗人に，桃花流水暗然去。別際天地非人

　　間。（古文眞寳）

○花を醸し草履も見えて朝腹哉

　　白居易の春夜與盧回周諒花陽態同居に，背燭共憐深夜月○

　　煙花同惜少年春○（和漢朗詠集の春夜）また磯子睡の月

　　車輿客飲酒杏花下に，杏花飛簾散飴花。明月入戸尋幽

　　人。解衣歩月詣花影。畑如流水懸青蜂。（古文眞寳・医機

　　活法の天丈門・歩月）孟浩然の看曉に，春眠不畳曉。庭

　　軍事哺鳥。夜來風爾聲。花落知多少。（唐詩選）

○ねぶたさの春は御室の花よりぞ

　　孟浩然の春岡（前出）

　　　　一片花飛減却春

○さくら狩美人の腹を減却す

　　杜甫の曲江に，一片花飛減却春。風瓢萬黒占正愁入。（杜

　　律集解）

○開帳の錦たれたり春の夕

　　謝儀の春蝦腰賦に，錦鯉碧樹緩結而羅幕昇平。幾庭革堂

　　夢畳而珠簾未巻。（和漢朗詠集の鶯）また章孝標の讃韓

　　侍郎及第詩に，錦帳曉開雲母殿。白紗秋継継精到。（同

　　じく文詞）

○梨の花月に書ミよむ女あり

○梨の園に人そめりおぼろ月

　　蘇東披の寒食に，漏聲書入碧臆紗。人静鍬鞍早手斜。沈

　　鵬不焼金鴨冷。淡雲籠月照梨香。また曼殊の寓意に，梨

　　花重落溶溶月。柳腰池塘淡淡風。（詩人玉屑）

○菜の花や月は東に日は西に

　　陶淵明の三曹に，白日倫西阿。素月出東嶺○遙遙萬里

　　輝。蕩蕩空中景。（古交箕寳）

　　　　春夜盧會

○炉塞で南防の風呂に病身哉

　　蒙求の仲容青雲に苦書を引いて，玩威字概容。……與叔

　　：父籍。爲竹林遊。當世識其所爲。三具籍居道南。下町居

　　道北。北玩富。而南院貧。七月七日。北玩盛暖衣服。錦

　　綺薬目。威以竿桂大布横鼻於庭。日未能免俗。

　　　　暮　　春

○ゆく春や逡巡として遅ざくら

　　荘子の四王に，子貢逡巡町有塊色。また同書の秋水に，

　　於是逡巡而都。

○痩濡の毛に微風あり更衣

　　高野の山亭夏日に，Zk晶三三微風起。一架薔薇満院香。

　　（聯珠詩格）

○ほとXぎす平安城を筋違に

　　蘇東肢の後赤壁賦に，時夜將半。市有孤絶。横江東來。

　　翅如車輪。玄裳縞衣。憂然長鳴。掠予舟尊台也。（古．文

　　眞寳）

○廣庭のぼたんや天の一方に

　　同じく前赤壁賦に，1醐幽思予懐。望美人戸天一方。（同）

○足跡を字にもよまれず閑古鳥

　　下野の蒼額制丈に，許愼N。蒼韻始硯鳥跡之文。造書契。

　　（許愼の読文押字叙に，黄帝之史倉頬。見鳥獣號遮之癒・

　　初造書契。百工以又。萬品以察。）

○むつかしき鳩の禮義やかんこどり

　　三友抄に，烏有反哺之孝。鳩有三枝之禮。

　　詩経開巻の詩の，開明雄鳩。在河下期。窃窒叔女。君子

　　三二。の朱子の集註に，三四水鳥。……生有定偶。而不

　　相齪。偶常鼓遊。而不相田。砂毛傳以爲。摯而有別。列女

　　傳以爲。三門嘗胆警乗居而匹庭者。また同書の國風召南

　　の鵡巣に，維鵡有巣。維鳩居之。之子華飾。百爾御蓼。

　　の同じく集註に，鳩性不能爲巣。或有居鵠之全勝。とあ

　　り，和刻本の同書の頭注に衛義を引いて云ふ，干鳩性拙

　　腱見之。知鳩之性拙。則知女子有専静坐一徳　。郭公は

　　もず・ほほじうなどの巣中に産卵して，これらの鳥を假

　　親として艀化せられる。これを鳩の鵠の巣に入って住む

　　のと帯して考へたものか。なほ一般に鳩と云へば女早を

　　指すやうであるが，五鳩と云って多くの種類がある。例

　　へぼ野南活法の飛禽門の鳩に，叙事按左傳に，五鳩。日

　　鴫漸騰也。日鶴鳩鷹也。日鴫鳩鶉鴇也・亦名布穀。日錐

　　鳩野鳩也。鵤鳩一名班鳩。一名班佳。

　　同書の事實の紀鳥警官に左傳の昭公を引いて五鳩と五官

　　の早智を書して，剣子日。　我高租少腺摯文立也。鳳鳥適

　　至。故紀於鳥七子而鳥名。醗平氏司徒也。雌鳩氏司馬

　　也。鴫野氏司空也。爽王氏司憲也。鴨鳩氏司事也。五鳩

　　鳩民者也。

○かんこどり可もなく不可もなくね哉

　　論語の微子に，子日。……隠居放言。身中清。騒中権。
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津山高専紀要（第工巻　第5号）

　　我則異於是。無三無不可。

○かきつばたべたりと鳶のたれてける

　　白居易の西湖晩鋸望孤山寺に，盧橘子低山雨重。耕概葉

　　戦水風涼。（和漢朗詠集の花橘）

○蓼の葉を此君と申せ雀酢

　　蒙求の子猷尋戴に，著王徽之。字即吟。……嘗寄居空宅

　　中。便令種竹。或問其故。徽之但三才。指竹日。何可一

　　日無此君邪。（圓機活法の竹木門・竹にも）また篤茂の

　　修竹冬青序に，晋騎兵参軍王子猷。栽稽此君。唐太子賓

　　客白寒天。愛爲吾友。（和漢朗詠集の竹）

〇三井寺や日は午にせまる若櫻

　　李紳の潤農に，三章日當午。月球禾下土。（古文当馬）

　　また李密の陳情表に，日劇西山。（同）また柳宗元の夏

　　書偶作に，日盛濁概無飴聲。山童名匠敲茶臼。（三腿詩

　　・聯珠詩格）

○絶頂の城たのもしき若葉かな

　　王之換の涼州詞に，黄河遠上白雲間。一片孤城萬イ七山。

　　（唐詩選）また猿島の暮過山村に，絶頂人來少。高松鶴

　　不動Q（三艦詩）

○若葉して水白く変黄ミたり

　　杜甫の酔歌行に，春光淡施秦東亭。渚蒲芽白水若虫。

　　（古文内洋）また質至の春思に，草色青青柳色黄。桃花

　　虚無李花香。（三膿詩）

○蛾を載てわたる電路の若葉哉

　　十八史略の西漢太租高皇帝に，劉季被酒。夜海量中。有

　　大蛇當脛。季抜剣斬之。後人來至蛇所。有老姫笑日。吾

　　子白帝之子也。今者赤帝子斬之。因忽不見。（圓機活法

　　の走獣門・蛇及び橋道門・道路にも）

○明けやすき夜をかくしてや東山

　　車線競の中秋に，夜夜池邊待比興。却悲此岸易天明。

　　（錦繍段）

　　　　諸子比枝の僧房に會す余はいたづきのために此行に

　　　　もれぬ

○蚊屋つりて翠微つくらむ家の内

　　杜甫の秋興に，千象山郭静朝暉。日日江無考翠微○（唐

　　詩選）また圓機活法の地理門・山に，山足E麓。山穴

　　日山由。不及上段翠微。

　　　　大魯・几董など布引瀧見にまかりてかへさ　途中吟

○春や穂凄が中の水車

　　潅南子の天文訓に，日日干虞淵。是謂高春。至子連石。

　　是謂難癖。注に，連石。西北山。言將欲冥下。象息春。

　　故Eヨ下春Qまた詩経の大雅生民に，或春或楡。また張籍

　　の羅旅行に，絡岡八無謬田家。主人春禾爲夜食。

　　　　かの東皐にのぼれば

○花いばら故郷の路に似たる哉

　　陶詳明の隔去來僻に，登東皐以欝囎。臨清流而賦詩。

　　（古文眞費）

　　杜甫の甕夢に，故郷門巷荊棘底。中原君臣射虎遷。（杜

　　律集解）

○愁ひつX岡にのぼれぽ花いばら

　　杜甫の縁結辛員外に，壁峰寂寂樹蜂壷。萬竹青青削回

　　杯。細目留連侵坐軟。残花恨望近人垣。（辻商集解）ま

　　た李白の登金陵翌翌豪に，鳳園圃上昇厘遊。鳳去豪空説

　　自流。呉宮花草草幽樫。．著代衣冠爲古丘。……絡爲浮雲

　　能蔽日。長安不見使人愁。　（唐詩選）

○耳目肺腸ここに玉巻ばせを庵

　　司馬温公の猫樂詳記に，明月時至。清風自來。行無所

　　牽。止無所期。耳目肺腸。巻爲己有。購躍焉。洋洋焉。

　　（古交眞實）

○青梅に眉あつめたる美人哉

○青梅や捧心の人垣を間

　　半側の西施月華に，蕪子日。西施砕心。而噸其里。其里

　　之醜人。見而美之。編而捧心。而際其里。彼知美膿。而

　　不知漿之所以美。（圓機中法の麗人門・美人にも）

○採茸を調ふ彦根の愴夫哉

　　李太白の採蓮曲に，若鶏漢傍採蓮女Q笑隔荷花共人語。

　　日照新粧水底明。風瓢香袖空中墨。岸上誰家遊冶郎。三

　　三五五映垂柳。紫墨黒入落花去。野曝躊躇空断腸。（古

　　早早寳）また李白の蘇壷覧古に，朝冷荒削楊柳新。雑歌

　　清唱不勝春。（唐詩選）また漢武帝・羊侃・梁簡文帝に

　　採難曲・採草曲などがある。

○行くてここに行く夏野かな

　　古詩に，行行重行行。輿君生別離。野草萬飴里。各在天

　　一三。（古文眞寳・文選）また源順の山河千里別序に，

　　行行重行行。明月峡旧庵色不鑑。（和漢朗詠集の行旅）

○學問は尻からぬけるほたる哉

　　荷子の渤學篇に，小人之學也。入乎耳。出乎口。口耳之

　　間。則四寸耳。掲足困弊七尺之躯哉。

○關の戸に水難のそら音なかりけり

　　十八史略の春秋職國の齊に，靖郭君田嬰。……自Fj馳去。

　　攣姓名。夜半至刈谷關。關法難鳴方出客。恐秦王後悔追

　　之。客有能爲鶏鳴者。難謎鳴。途畿傳。

○蝿いとふ身を古郷に書寝かな

○二二に夕風さはる摯
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仁枝　忠　　蕪村の句における漢詩文の影響について

　　蒙求の陶三編去に，三歎日。吾不能爲五斗米折丁。拳拳

　　事郷里小人邪。即解印綬去縣。乃賦蘇去來。後徴著作郎

　　不就Q又不螢生業。三三則飲。嘗言夏月虚間。高臥北窓

　　之下。清風颯至。自謂義皇上人（圓機活法の時令門・書

　　疲にも）。

○日を以て数ふる筆の夏書かな

　　唐子西の古志銘に，筆之壽以日計。墨野師三年計。硯之

　　壽三世計。其故三階。二三騒也。（古文眞寳）

　　　　丸肉主水がちいさき亀を爲したるに賛せよとのぞみ

　　　　ければ仕官懸命の地に榮利をもとむよりはしかじ尾

　　　　を泥中に曳かんには

Oi饒竈や青砥もしらぬ山清水

　　荘子の秋水に，荘子釣於催水。楚王使大夫二入往：先焉。

　　日。願以三内累　。薙子持竿不顧。日。吾聞楚有州庁。

　　死已三千歳　。王巾二三藏之廟堂之上。志学者。寧興野

　　爲留骨三三乎。三等三三曳尾於塗下乎。二大夫日。寧生

　　三二三二中。蕪子日。往　。吾將下尾於塗中。（圓機活

　　法の鱗介門畦麺にも）

○蓮の香や水をはなる蕊董二寸

　　周回叔の愛蓮説に，予猫愛。蓮之出涙泥而不染。濯芳野

　　而不二。中通外直。不蔓三枝。三遠盆清。亭亭浮植。可

　　遠回而不可褻翫焉。（古文眞蜜・また下機活法の百花門

　　・蓮花にも）

○瓜小家の月にやおはす隠君子

　　圓機活法の百果門・瓜の門門に，漢書の薫何回を引い

　　て，郡三者故秦東陵侯也。秦町営布衣。種瓜長安城東。

　　瓜美。三世號東陵瓜。程郡平始也。また門下の老骨堂

　　に，郡平旧地接吾盧。穀雨乾時偶自鋤。注に前の漢書の

　　文を引く。（三三詩）

○牟日の閑を榎やせみの聲

　　李渉の題鶴林寺僧舎に，終日昏昏酔夢間。忽聞春蓋強登

　　山。因過竹院逢檜話。叉得浮生三日閑。（聯珠詩格・三

　　臆詩）

○川狩や婦去來といふ下す也

　　丁丁明の七去來僻に，縣去引分。田園將蕪。胡不蘇。（古

　　文眞寳）

○楊州の津も見えそめて雲の峯

　　丁仙芝の渡楊子江に，桂下中流下。空波雨畔明。林下楊

　　子騨。山出町州城。（唐詩選）

○雨と成癒はしらじな雲の峯

　　三三芝の公予行に，三下傾城二丁帝G爲雲爲下等三王○

　　（唐詩選）（宋玉の高唐賦に，楚三王……怠而書渡。夢見

　　一婦人。日。妾巫山男女也。一日。旦爲朝雲。暮爲行

　　雨。）

○雲のみね三業の水の澗てより

○春の水山なき國を流れけり

　　陶淵明の四時に，春水満四澤。夏雲多奇峯。（古文眞寳）

○ところてん逆しまに銀河三千尺

　　李白の鷹山爆布に，日照香櫨生紫煙Q遙看爆布掛長川。

　　飛下直下三千尺。疑是銀河落九天。（聯珠詩格・詩人玉

　　屑）

　　　　宮　　島

○薫風やともしたてかねついつくしま

　　蘇東披の足柳公樺聯句に，人皆苦炎熱。我恥辱日長。薫

　　風習南來。殿群生三舞。　（此の四句は柳公椹の作。古文

　　眞寳。堅持句集）

○貧乏に迫つかれけりけさの秋

　　張読の半道後期に，客心神E明。來往預判事。秋風不相

　　待。先至洛陽城。（唐詩選）

○懸さまざま願の糸も白きより

　　白居易の七夕に，憶得少年長乞巧。竹竿頭上願統多。

　　（和漢朗詠集の七夕）

　　　　遊行柳のもとにて

○柳散清水潤石庭く

○水落て細思高きかX”し哉

　　蘇東披の後赤壁賦に，由高月小。水落石出。曾日月之幾

　　河。而江山不可旧識　。（古文眞費）

　　白居易の逡令孤尚書赴東都に，歌酒家家花虜虜○（和漢

　　朗詠集の営門）

○山は撃て野は黄昏の薄哉

　　剤叔の題慈野卑に，漢國山河在。秦陵草樹深。暮雲千里

　　色。無塵不傷心。（唐詩選）また寒参の送張子尉南海に，

　　海暗三山雨。花明五嶺春。（剛

　　　　潤水回如藍

○朝がほや一・輪深き淵のいろ

　　騨林句集の五言饗句に，山花町似錦。平水湛如藍。（碧

　　選録八十二則）

　　　　妙義山

○立去ル事一里眉毛に秋の峰寒し

　　蒙求の交別置侃に，二女解侭以輿。交甫受而懐之。移去

　　敷十歩。観其懐空無下。顧二女忽然不見

○朝霧や杭打音丁くたり

　　詩経の周南免買に，粛粛免冒。橡之丁丁。また同書の小

　　雅伐木に，伐木丁丁。鳥鳴哩哩。また杜甫の題張氏隠居
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津山高専紀要（第1巻　第5号）

　　に，春山無腰濁轟轟。伐木丁丁山更幽。（自律集解・唐

　　詩選）

○日は斜關屋の鎗にとんぼかな

　　杜甫の前の詩に，組目餓寒歴泳雪。石門斜日到林丘。

　　（同）

　　　　良夜といふかたもなくて耳癖る人もなけ’れば

○中甘こひとりあれぽぞ月を友

　　蘇東披の後赤壁賦に，有客無酒。有酒無肴。月白風清。

　　如此良夜何。（古文眞費）また李白の月下猫酌に，花下

　　一壷酒。濁酌無相親。學盃趣明月。樹影成三人。月既不

　　解明。影徒随我身。暫俘月將影。行樂須及春Q我歌月俳

　　徊。邦舞影野齪。醒時同交野。醇輝輝分散。永結無情

　　遊。相期三雲漢。（同）

○月天心貧しき町を通りけり

　　郡康節の清夜吟に，月到天心慮。風來水面時。（同）ま

　　た杜甫の秦州雑詩に，風連藁筆動。月過北庭寒。（唐詩

　　選・杜律集解）

　　　　忠則古ee一一一樹の松に椅れり

○月今宵松にかへたるやどり哉

　　盧全の逢鄭三遊山に，他日期君時庭好。寒流石上一株

　　松。（三盟詩）

　　　　里長が醇るや鬼峨として玉山のまさに崩れんとする

　　　　がごとし零下今なを眼中に在て

○月見れぽなみだに叩く暫くの玉

　　蒙求の叔夜玉山に，世読日。叔夜之爲人。騒爵若孤松之

　　宮号。其醇也。櫨俄若玉山野曝。（圓機活法の人品門・

　　人材にも）

　　蒙求の士爵泣珠に，奮早引博物志云。鮫人從水中出。向

　　人家寄住。積日費納。臨去從主人索器。泣而出珠。満盤

　　以與主人。また左思呉割賦云。一室節織而巻町。淵叢慷

　　慨而泣珠。客蓋鮫人也。（文選）

　　また都良香の紅蘭受露に，凝如月惜顔施粉。滴似鮫人眼

　　泣珠。（和漢朗詠集の蘭）

○庵の月主をとへぼ芋堀に

　　質島の尋隠者不遇に，松下間童子Q言師採藥去。只在此

　　山中。雲深不知塵。（唐詩選・古丈眞寳）

　　　　探題雁字

O一行の雁や端山に月を印す

　　白居易の江櫻取下寄水国張員外に，風翻白浪花千片。雁

　　黙青天字一行。また杜筍鶴の鵠陽道中に，四五朶山粧雨

　　色。雨三行雁狸掘聲。（和漢朗詠集の雁）また源順の春

　　日眺望に，一行斜雁雲端減。二月鯨花野外飛。（同じぐ

　　眺望）また蘇東披の盧瓢瓢に，螢櫨百尺横槍海。雁字一

　　行書緯容。また菅忠貫の秋山眺望に，雁字一行驚月去。

　　陰歌難曲負勲状。（新撰朗詠集の眺望）

　　　　残照亭晩望

○鹿ながら山影門に入日哉

　　諸本の注に百聯抄解を引く。即ち，山影入門推不出。月

　　野卑地掃早生。（この書未見）

○去年より叉さびしいそ秋の暮

　　零参の駅員外界花樹歌に，今年花似去年好。去年人即今

　　年老。始知人老不弔花。可惜落花君莫掃。（唐詩選）

○山陰や誰呼子鳥引板の音

　　蒙求の子猷野景に，尊王徽子。字子猷。……嘗居山陰。

　　魁町初霧。月色清朗。四望鮫然。謡言酒。詠左思招隠

　　詩。忽憶病逡。時回錐刻。便夜乗小舟詣之。また杜甫の

　　ト居に，東行萬里三乗興。須向山引上小舟。（杜律集解）

〇三脛の十歩に蓋て蓼の花

　　陶判明の蹄去來僻に，三脛就荒。松菊猶存。（古文眞寳）

　　蒙求の武陵桃源に，回漕桃花源三軍Q……三蓋水源得一

　　山。……千行数十歩。舘然開朗。（同）また呉融の書山

　　水野に，不出門庭三五歩。観蓋江山千萬里。（同）また

　　晴書の蝪帝紀に，：方今宇宙亭一。文軌仮囲。十歩之内。

　　必有芳草。

○釣上し炉の巨口玉や吐

　　蘇東披の後赤壁賦に，今者薄暮。干網得魚。巨ロ細鱗。

　　状如松江之櫨。（古文眞寳）

○たっ鴫に眠る鴫ありふた法師

　　蒙求の李陵初句に，蘇武二瀬詩日。讐陸軍北飛。一撮猫

　　南翔。子當留斯館。我當蹄故郷。

　　白居易の三元微之書に，地山信一三人。見回坐或眠。

○門前の老姿子雪解る野分かな

　　輝林句集の五言樹句に，庭前柏樹子。不是禮師心。

○物書に葉うらにめつる芭蕉哉

　　圓機活法の百草門・芭蕉の供揮洒に，唐僧懐子。貧無紙

　　可書。珍種芭蕉。以供揮洒Qまた婁輩の訪隠者不遇に，

　　欲題名字知相訪。叉恐芭蕉不三秋。注に，古人多喜書芭

　　蕉。如懐素種芭蕉供書。：是也。（三一詩）

○唐人よ此花過てのちの月

　　元積の十日菊花に，不是花中偏愛菊Q此花開後更無花。

　　（和漢朗詠集の菊）また杜甫の九日に，竹葉三人既無

　　分，菊花從此不紫茸。（杜律集解）

　　　　山家の菊見にまかりけるにあるじの翁紙硯をとうで

　　　　Xほ句もとめければ
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○きくの露受けて硯のいのち哉

　　唐子西の古硯銘に，筆之詩1以日計。墨之壽以年計。硯之

　　壽挙世計。（古文眞實）風俗通に，南陽邸縣有甘谷。谷

　　中水甘美。云其山有大菊。水從山上流下。得其滋液。谷

　　中有三十駅家。占飲葉水。上壽百二三十。其中百鯨。下

　　七十八十者。名四大天。

○白菊や呉山の雪を笠の下

　　閥曾可士の邊曾に，笠重呉山雪。鮭香楚地花。（詩人玉

　　屑）

○秋風や酒長靴こ早うたふ漁者樵者

　　杜甫の琴壼に，酒判人間馬。群群日暮雲。（戦争集解）

　　杜甫の閣夜に，夷四三塵起呼樵。（同）また圓野守法の

　　遊撃・山行の椎歌牧唱に，郡設三月山行。喜聞樵歌頭

　　唱。洗蓋五年塵土腸胃。欣然停駿。臨水久之而去。

○茸狩や頭を墨れば峰の月

　　李白の翻夜思に，學・頭望山月。低頭思故郷。（唐詩選）

○鬼貫や新酒の中に貧に庭ス

　　蒙求の壁上野菊に南史を引いて，陶潜字淵明。……顔延

　　之在潟陽。與潜響町。後爲始安郡。繹過潜。臨去留二萬

　　鏡開潜。再啓邊酒家。稽就取運。嘗九月九日無酒。出撃

　　邊端舟中坐。久之野外邊酒至。即便就酌醇而後門。

　　中庸に，君子素其位而行。不願乎其外。源平貴行乎富

　　貴。素貧賎行乎貧賎。

○冬ごもり燈下に書すとかXれたり

　　白居易の山中輿元卜書囚題書後に，今夜封書在何庭。盧

　　山篭裏壁燈前。また臨時之の符薄書城南に，新涼入郊

　　櫨。燈火稽可親。（古文眞寳）

○虎の尾を踏つ奥裾にふとんかな

　　易経の履卦に，履虎尾不乙人。亨。六三。砂能界。版能

　　履。履虎尾浮人。凶。武人爲子大君。九四。履虎尾。懇

　　悪。終吉。また象傳に，履。柔履剛也。説而町尽乾。是

　　以履虎尾。不唾人。亨。また書経の君牙に，心之憂危。

　　若躇虎尾渉干春氷。また藩安仁の西征賦に，履虎尾不

　　嘘。宴要伯於子房。（新撰朗詠集の將軍）

○狐火や局側に雨のたまる夜に

　　杜甫の兵車行に，古來白骨無人収。新鬼煩冤奮鬼実。天

　　陰雨漏聲鰍鰍。（古文眞寳）

　　常建の案下曲に，閥羅蓋是長城卒。　日暮沙場飛騨灰。

　　（唐詩選）

○冬川や舟に菜を洗ふ三鷹

　　櫻穎の西施石に，西施昔日洗紗石。石上青苔思殺人。一

　　去姑蘇不復返。岸傍桃李爲誰春。（唐詩選）

○薫條として石に日の入枯野かな

　　李白の経下郷飛騨懐張子房に，早見碧流水。曾無黄石

　　公。嘆息此等去。瀟酵母洒空。（唐詩選）

　　蒙求の子房野菊に，前漢張良字子房。其先韓人。嘗遊下

　　IStE上。有一老父衣褐。至良所。直堕其履堀下。謂日。

　　濡子下取履。……笹子見我濟北穀城山下。黄石即我巳。

　　遂去不見。旦日野其書。廼太公兵法。良異之。常脅論。

　　後愚暗帝過濟北。果得飛石。指揮費祠之。

　　龍條の語の出典ぱ多く，陶淵明の擬挽歌に，飛躍仰天

　　鳴。風発自尊條。また杜甫の望野に，跨馬出郊時極目。

　、不堪人事日薫條Q（唐詩選）また質島の平準山村に，薫

　　條桑柘植。煙火漸相親。（三腿詩）また白居易の，薫條

　　去留意。秋風生故關。（新撰朗詠集の行旅）など。

○旧藩や病より起ツ鶴寒し

　　白居易の病中鎖病鶴に，同病病夫憐病鶴。精神不絹翅栩

　　傷。未堪再墨摩銀漢。只今耳隠覚稻梁。

　　　　粗葉を拾ひて紙に換たるもろこしの貧しき人も腹中

　　　　の書には富るなるべしさればやまとうたのしげきこ

　　　　とのはのうち散たるをかきあつめて捨ざるは我はい

　　　　かいの道なるべし

○もしほ草楠のもとなる落葉さへ

　　圓機活法の竹木門・木葉の題詩に，唐干楠晩歩禁管。於

　　御溝得一紅葉云。股勤謝紅葉。好去到人間。後得之。乃

　　宮女韓氏所題。また同じく波間紅葉の唐顧況檀詩名に，

　　嘗遊御溝上。得一大桐葉。上平詩云。一入深宮裏。年年

　　不見春。波間爲紅葉。寄與有情人。また或は寒山子が竹

　　木石壁に詩を題したことを云ふか。

　　蒙求の都隆事書に世説を引いて，郵隆。七月七日。出日

　　中仰臥。人問其故。日。我鷹腹中書也。

○秋風の呉人はしらじふぐと汁

　　蒙求の張翰適意に音書を引いて，張写字季鷹。判人。有

　　清才。善囑文。……予料見秋風起。乃思年中菰菜尊菱鰹

　　黒糖。日。人生貴得適志。何能羅蜜数千里。以要名爵乎。

　　懸命駕雄編，（駐機活法の仕一門の致仕。及び退休にも）

○河豚の呼唱⊥の人を白眼ム哉

　　王維の控壁員外象過法庭耳癖虫草亭に，塔頭箕躍長松下。

　　白眼看二世上人。（唐詩選）

○重うって鰻になき世の友とはむ

　　十八史略の春秋戦國の趙に，秦王約平野會灘池。……相

　　如復請秦王撃缶爲秦聲。……秦王爲一撃缶。

　　　　題七歩詩

○雪折や雪を湯に焚釜の下
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　　蒙求の陳思七歩に世読を引いて云ふ，無文帝嘗駿東準婚

　　七歩作詩。不成當行法。即慮聾爲詩EI。煮豆持作養。漉

　　鼓以爲汁。箕在釜底然。豆在釜中泣。本是同根生。相煎

　　何太急。測深有葱色。また曹子建の七歩詩に，煮豆燃豆

　　其。滞在釜中泣。本選同根生。相煎何太急。（団交眞寳

　　・既判活法の文學門・詩にも）

　　　　几董の浪華より闘さ

○霜百里舟中に我事を領す

　　干良史の春山夜舟に，掬水月撃手。弄花香満州。（詩人

　　玉屑）

　　無名氏の胡茄曲に，月明星稀霜満野。野寺夜宿陰山下。

　　（唐詩選）また白居易の琵琶行に，主人下馬客在船。…

　　　・別時蓬荘江皇軍。忽聞水上琵琶聲。……東船西町愴無

　　言。担手江翌秋月白。……去來江口守空船。邊船明月江

　　水回。（古文箕寳）

　　　　故人曉毫余が磐戸を訪はずして錦郷す下中東山西野

　　　　に吟行して荏再として晦朔の代謝を知らず囁期のせ

　　　　まりたるをいかむともせざる成るべし

○牙寒き梁の月の鼠かな

　　李白の黄鶴葺替孟浩然中興陵に，故人西鰯黄鶴櫻。野花

　　三月半揚州。（唐詩選）

　　王昌齢の出興行に，秋天嘔野行人絶。馬首東來知是誰。

　　（同）

　　張華の働志に，日二月歎。荏再代謝。（文選）

　　荘子の迫遙遊に，朝湯不知晦朔。

　　杜甫の夢李白に，落月満屋梁。猶疑見顔色。（古文眞寳）

　　　　陶憎憎賛

○山中の相雪の中のぼたん哉

　　王制貞の列仙全章の巻五に，着筆景字道明。……止句容

　　之茅山。旧館號日華陽隠居。……梁武帝子日。此人欲職

　　曳尾之亀。量可復致。俳家毎年大事。無不盗之。時謂山

　　中宰相。云云。

　　陳早牛の題趙少隠青白堂に，雪裏芭蕉響銅畜。炎天梅蕊

　　簡齊詩。（聯珠詩格・祓琳句集）

0易水にねぶか携るx寒さかな

　　十八史略の春秋羅拝の燕に，荊朝行至易水。歌日。風薫

　　薫分与早寒。壮士一去分不復還。また恥辱王の易水途別

　　に，局地別燕丹。肚士髪粗卑。昔時入已没。今日水猶

　　寒。（唐詩選）

○鴛の美を蓋してや冬木立

　　論語の八倫に，子謂紹。議美　。又蓋善　。謂武。蓋美

　　　。未蓋善也。

　　　　卜居唱詠

○愚に耐よと窓を即す雪の竹

　　蒙塵の孫康映雪に孫氏一鞭を引いて，康家貧無油。常映

　　雪護書。（圓機活法の文學門・勤學にも）

○一瓢のいんで寝よやれ鉢た！・．き

○わが翻しふくべが暗かんかんこ鳥

　　蒙求の顔同箪瓢に，論語日。一箪食Q一瓢飲○在随巷。

　　人不堪喜憂。同也不改其樂。賢哉同也。また同じく許由

　　一瓢に逸士傳を引いて，許由隠箕山。無盃器Q以手捧水

　　飲之。人遺一瓢。得以操飲。引攣掛於水上。風吹涯澄有

　　聲。由以爲煩。途去勢。（圓野趣法の人品門・高齢にも）

○歯害谷に筆の氷を噛む夜哉

　　韓退之の進學解に，頭童歯害谷。尭死何碑。（古文箕寳）

　　　　微素堂

○乾鮭や琴に斧うつひSきあり

　　蒙求の三児破琴に，戴野卑安道。諜國人。少博學。善属

　　文。能鼓琴。工率書。弁韓巧藝。靡不明綜。武陵面上。

　　聞早早鼓琴。上人召之。逡封使者破i琴日。目安道不爲王

　　門伶人。（圓機活法の音樂門・琴にも〉

○詑轡師乾鮭に白頭の吟を彫

　　杜甫の奉贈土中充維に，窮愁鷹有作○昇華白頭吟○（杜

　　律集解）また同じく杜甫の寄楊五桂州諌に，江邊邊孫

　　楚。遠附白頭吟。（同）諸本に注に，前漢の司馬相如の

　　妻卓文君の作「白頭吟」の，禅学一心人。白頭不牛耳。

　　を引くとあり，また唐詩選に劉廷芝に「代悲白頭翁」が

　　あるが，直接には前の杜甫の作であらう。

○寒聲や古うた誠ふ誰が子ぞ

　　杜甫の白帝城最高櫻に，杖蘂嘆世者誰子。泣血送空三白

　　頭。（杜律集解）

．○玉霰馬鐸が鍋をみだれうつ

　　蒙求の漂母糧食に，前漢韓信。家貧。……至城下釣Q有

　　一挙母。哀之興信激十日。日。吾必重報母。母日。大丈

　　夫不能自食。導引王孫而進食。豊野一鞭。（思羽活法の

　　人品門・貧士にも）

　　　　鐵骨といふは梅の枝を干する画法也

○寒梅や火の送る鐵より

　　白居易の琵琶行に，銀瓶乍破水漿送。鐵騎突出刀鎗鳴。

　　（古文眞寳）

　　暉林句集の五言封句に，桃李火中開。黄昏後日出。

　　　　春泥舎に遊びて

0霊運もこよひはゆるせとし忘

　　蒙求の霰運曲笠に世説新語を引いて，謝露三好戴曲柄
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　　笠。孔隠士四日。卿暗唱心高遠。何不能遺曲蓋之貌。謝

　　答日。將不暗影者。男能妙句。南史……世稻謝康樂。爲

　　永嘉太守。郡有名山水。素所愛好。痒意遊遜。

　　　　題　　沓

○石町へ五百目もどすとしのくれ

○沓おとす音のみ雨の椿かな

　　蒙求の子房三野に，前漢張星字子房。其先韓人。嘗馬下

　　郵妃上。有一老：亀卜褐。至良所。直堕早早増下。世智。

　　甲子下取履。良樗然隔靴之。爲其老。廼彊忍。取履因脆

　　進．。父以足受身。笑去。……出一編書日。讃是則爲王者

　　師。後十年興。十三年馬子見舞灘北穀城山四壁石。即我

　　己。途去不見。旦日誰其書。廼太公兵法。良異之。常脅

　　調。後從高覧過濟北。果得黄石。取而寳祠之。また李白

　　の早撃郵増上平張子房に，我贋首橋上。懐古欽英風。唯

　　見回水流。手無三石公。嘆息此人去。粛條徐濯空。（唐

　　粒選）

0野鶴苔の撲を削れば風新柳のけづりかけ

　　都良香の春暖に，．氣塾風硫新柳髪。氷漁菜園奮苔髪。

　　（和漢朗詠集の早春）

○蛤にた亙れぬ鴫や春の暮

　　職國策の燕策に，趙且伐燕。蘇代爲燕謂恵土日。今日臣

　　來過易水。見方出暴。而鵜豚其肉。蜂合而籍其晦。鵜

　　日。今日不雨。明日不雨。即有死蜂。蛙亦謂醍日。今日

　　不出。明日不出。即有死齪。導者不四捨。云々。

○ゆく春やおもたき琵琶の抱ごXろ

　　杜甫の暮寒に，沈沈春色静。惨惨暮寒多。……忽思高宴

　　會。朱袖三雲和。（杜律集解）また王昌齢の西宮春怨に，

　　西宮夜駆百花香。欲捲朱簾春恨長。士別雲和深見月。朧

　　朧樹色隠昭陽。（唐詩選）

○行春の導べた梯ふ落花哉

　　李白の春夜宴桃李園序に，開環鑓団坐花。華墨鰺而醇

　　月。（古：文筆寳）

○手燭して庭華人や春おしむ

　　同じく李白の同序に，古人乗燭夜遊。良有以也。況陽春

　　召男憎煙景。大幣三男以文章。會桃李芳園。云々。（古

　　文眞寳）また白導管の春夜與盧四周諒華陽獲同居に，背

　　燭共憐深夜月。踏花同些少年春。　（和漢朗詠集の春夜、

　　また同じく白居易の遊雲居寺贈穆三十六地主に，齪峯深

　　威雲居路。共踏挙行濁惜春。

　　　　春夜小集探題三寸眉山月歌

○うすぎぬに君が朧や嬢眉の月

　　李白の峨眉山月歌に，夜議清漢向三峡。思君不見下楡
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　　州。（古文眞寳・唐詩選）

O手枕に身を愛す也おぼろ月

　　論語の特発に，子日。飯疏食。飲水。曲肱而枕之。樂亦

　　門経中　。

　　　　壬生山科屋がもとにて俳詣興行有ける時

○壬生寺の猿うらみ席けおぼろ月

　　謝観の清賦に，巴峡秋深。五夜之満管叫月。（和漢朗詠

　　集の猿）

○更衣塵うち彿ふ朱の沓

　　蒙求の屈原澤畔に漁父僻を引いて，屈原日。旧聞之。新

　　汰者必至冠。新下貼必内衣。誰能以身之十型。受帯留波

　　波者乎。（古文声門に漁父蹴を収録す）また平明の早筆

　　千舟遭に，白首相知猶按創。朱門先達笑蝉冠。（唐詩選）

○枕する春の流れやみだれ髪

　　蒙求の孫楚漱石に蛋書を引いて，孫楚字子荊。一・・初楚

　　少時欲隠居。謂晒竹日。贋判枕石漱流。誤云漱石枕流。

　　二日。流非可枕。石非漱。楚日。所以枕流。欲洗其耳。

　　所以漱石。欲属其歯。

○春雨や同車の君のさXめごと

　　詩経の郵風の有女同車に，有女同車。顔如舜花。また孔

　　子家語に，露営與夫人同車。

○大人なる男の子早けり時鳥

　　無名氏の伊州歌に，打起黄鶯見。莫微枝上喘。哺時驚妾

　　夢。不着到遼西。（唐詩選）

○背のひくき馬に乗る日の霞哉

　　陸放下の冬初出遊に，三型酬砂渉笹津。十里山村嚢興

　　新。青施酒家黄葉村。相判倶是書中人。

○野邊の梅白くも赤くもあらぬ哉

　　唐子西の二月見世に，桃李能紅李能白。春深隼町無顔

　　色。不慮省有一枝梅。可伊東四苦留客。前平開威野畑

　　・冬。白者未白紅鱒紅。　（古文眞寳・終り単解は繹林句集

　　にも見ゆ）また杜甫の西郊に，市橋官柳町。江路野梅

　　香。（杜律集解）

○梅が香に夕暮早き麓哉

　　林和靖の山園小梅に，疎影横斜水清淺。芋酒浮動月黄

　　昏。（輝林句集・圓機活法の百花門・梅花）

○君のゆく柳みどりに道長し

　　王維の邊元二使安西に，潤城朝雨温輕塵。客舎青青柳色

　　新。勘君更壷一杯酒。西出陽三無故人。（三農詩）

○雨の日や都に遠き桃のやど

　　杜牧の清明に，清明時節雨紛紛。路上行人欲断腸。借問

　　酒家何虜有。牧童遙指杏花村。（同）



津山高専紀要（第1巻第5号）

○畑うっや道導人の見えずなりぬ

　　論語の微子に，長陽・桀溺禍而耕。孔子過之。愚子路問

　　津焉。長沮日。三半選者震誰。子路日。爲孔丘。：是魯孔

　　丘與。日。是也。日。是知津　。問於桀溺。桀溺日。子

　　爲誰。爲仲由。日。是魯平丘之徒與。廿日。然。酒判者

　　天下皆是也。而誰国辱之。且而與其徒辟人之士也。量若

　　從辟世之士哉。擾而不綴。云々。

○舟よせて輕魚買ふや梅の岸

　　常建の三日置李九荘に貼雑楊林東野頭。永和三日温輕

　　舟。故人家在桃花岸。直平門前漢；水流。（唐詩選）

　　　　花影．ヒ欄干山影入門などすべてもろこし人の奇作也

　　　　されど只一物をうっしうこかすのみ。三日のもとの

　　　　俳諸の自在は渡月橋にて

○月光西にわたれぽ花影東に歩むかな

　　王安石の春夜に，春色情人眠不得。月移花影上欄干。

　　（聯珠詩格・錦繍段）

　　百練野卑に，山影入門推不出。

　　　　大井川の上流に遊びて陶弘景が詩を感ず

○ゆく水にちれぽぞ贈る花の雲

○冬川や佛の花の流れ來る

　　陶弘景の詔問山中何所有賦詩例解に，山中何所有。嶺上

　　多白雲。昇平自営恰。不堪持贈君。（古今詩冊の

　　李白の山中答俗人に，桃花流水沓然去。別有天地非人

　　間。（古文眞寳）

　　　　加茂の堤はむかし文緑のころ防河使に命ぜられてあ

　　　　らたにきつかれたりさてこそ桃花水の愁もなくて庶

　　　　民安堵のおもひをなせり

○加茂堤太閣様のすみれかな

　　王維の桃源行に，排撃遍是桃花水。不辮仙源何庭尋。

　　（和漢朗詠集の三月三日）漢書の溝痴志に，來野牛花水

　　盛。必羨盗。有填游反壊之害。

　　　　諸子とわだのみさきの隣松院に會す。題を探って偶

　　　　春草を得たり余不堪感慨しきりにおもふ王孫萬里な：

　　　　ほいつちにありゃ故郷の春色誰が爲にか來去す王孫

　　　　王孫君が遠遊に倣ふべからず君が無情學ぶべからず

○我中る路いく筋ぞ春の草

　　楚蹴の招隠に，王孫言分戦野。春草二分萎萎。また野寺

　　活法の百草門・芳草の王孫瞬不道に，王維の詩を墨げ

　　て，春草年年緑。王孫闘不編。また劉安の招隠士に，王

　　孫遊里不闘。春草生号萎婁。（文選）また十三箔の楊柳

　　枝に，繋得王孫騙意切。四割春艸線萎萎。（唐詩選）

　　櫻：穎の西施石に，一去姑蘇不復返。岸傍桃李晶晶春（同）

　　また無名氏の絶句に，春光再再婦何慮Q更向樽前三一

　　盃。蓋日間花花不語。爲誰零落爲誰開。（聯珠詩格）

　　　　見世のはし居もおのつから蘭豪萬里の涼を得べし

0襟にふく風あたらしきここちかな

　　管玉の風賦に，楚裏戸遊干蘭毫之宮。宋玉・景差侍。有

　　風颯然而至。楚王披襟而當即日。快哉此風。判人所與庶

　　人平者邪。（文選）

○小舟にて僧都を携る春の水

　　儲光義の寄孫山人に，新林二月孤舟還。水回早口花満

　　山。借問故園隠君子。時時來往住人間。（唐詩選）

○みじか夜や丁子にのこる月一rr．片

　　李白の子夜呉歌に，長安一片月。萬戸濤衣聲。（同）

○目に嬉し懸軍の扇眞白なる

　　班姪好の怨歌行に，新鮮齊紋素。鮫潔如霜雪。裁知合獣

　　扇。團團似明月。（古文眞費）

○さみだれに見えずなりぬる脛哉

　　柳宗元の綿雪に，千山鳥飛絶。萬脛人躍滅。（詩人玉屑）

○灘の石に五更の鐘のひSlhきかな

　　杜甫の閣筆に，五更鼓角早言肚。三峡星河影動揺。（杜

　　律集解）また良春道の山寺立春に，夜向残更寒磨蓋。春

　　生香警守燐燃。（和漢朗詠集の立春）

○涼舟軸にたちiす列子哉

　　甫i子の開学遊に，列子御璽。冷然善也。

○蹟野ゆく身に近づくや雲の峯

○立枯の木に粋なくて雲のみね

　　陶呼買の四時に，春水満駆馳。夏雲多奇峯。（古文異寳）

○いざさらぽ蚊遣のがれん虎漢まで

　　圓機活法の人品門・高傑の三笑圖に，恵遠法師。途陶元

　　亮・陸脩静。尊墨過虎漢。因相與大笑。今世傳三笑圖是

　　也。

　　　　窪英文ii暑開

○雲を開く山ほと！・・ぎす第一i義

　　甲州の平群幽居將尋同志に，一志山鳥曙雲外。萬黒占水螢

　　秋草中。（和漢朗詠集の郭公）

○大門のおもき扉や春の暮

　　齊巴の，春深遊千客。花落閉門僧。（詩人玉屑）

○時鳥號珀の玉をならし行

　　儲光義の洛陽道戯呂四郎中に，大道直如髪。春日佳氣

　　多。五常貴公子。讐讐鳴玉珂。（唐詩選）また杜甫の鄭

　　附馬潜曜明峰中に，春酒杯墨筆月華。二軍鮮碧薦璃寒。

　　　時聞燈燭聲珊珊。（杜律集解）

○なかな：かに雨の日は暗閑古鳥
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仁枝　　忠　　蕪村の句における漢詩文の影響について

　　直幹の養聲入微館に，山館雨時鳴自暗。野田風脚織猶

　　寒○（和漢朗詠集の轟）

○月の句を撃てへらさん蜷の腹

　　准南子の精回訓に，日中有駿鳥。月中有蜷虫余。また圓機

　　活法の天交・月の蜷兎に五経通義を引いて，月中有兎與

　　蟻蛉何也。山陰也。蛉陽也。而與除並明。陰干野州。ま

　　た同じく金蝦嬢に西陽野洲を引いて，長慶中。中秋夜

　　有人望月。見林中光屡天如疋布。端野之Q見一手背蝦

　　膜。

○うたX寝の貌に離騒や蝿まれ也

　　解剖の王思怒蝿に魏志を引いて，王野菊陰人○領豫刺

　　史。…・t・嘗執筆作書。帰集筆端。騙脚絆來。如是再三。

　　思志怒。自起逐蝿。不能得。還酔筆榔地。賜壌之Qまた

　　歓陽修に憎蒼蝿賦あり。（古文戸惑）

○ぼうふりの水や長沙の裏借家

　　張均の岳陽晩景に，長沙卑灘地。九月末成衣Q（唐詩選）

　　また質至の岳陽櫻三等別王八員外疑長沙に，半道巴陵湖

　　水仕。長沙南畔更新條。（同）

○若哲や十日の雨の夜明がた

　　単機活法の天文門・雨の時雨に論衡を引いて，太平之

　　世。五日一風。十日一雨。風山鳴枝。雨不破塊。再必至

　　夜。また同じく久雨の十日夜に謹苑を引いて，三半垂耳

　　陳。呉救之。雨十日十夜晴。

○やX廿日月も更行ぽたむかな

　　白居易の牡丹芳に，再開花落二十日。一城之人皆若狂。

○詠物の詩を口ずさむ牡丹哉

　　漢詩において，草木・禽獣・轟魚・花月などの物名を題

　　目として作詩することを詠吟と云ひ，三髄詩には七言律

　　詩に詠物の格を設けてみる。また詩人玉屑にも余物の句

　　法がある。唐の李嬌，元の謝宗可に干物詩選があり，康

　　熈御定の偲文例堅物詩選などもある。勿論牡丹の詩もあ

　　る○

○山蟻の覆道造る牡丹かな

　　杜牧の阿房明野に，複道行空。不弓手虹。（古文四声）

　　また洛賓王の帝王篇に複道斜通支鳥鵠襯。交筒直指皆野

　　塁Q（唐詩選）また肥州鄭の長安古意に，複道交響作合

　　敏。肇闘蓮甕重鳳翼。（同）

○方百里雨雲よせぬぼたん哉

　　孟子の公孫丑上に，以徳行仁者王。王不待大。湯以七十

　　里。文王以百里。

　　李白の清平調に，一枝濃艶露凝香。雲雨巫山判断膓。

　　（唐詩選）

○柚の花や能酒藏す塀の内

　　蘇東披の後赤壁賦に，婦日。我有斗酒。藏之久套。以待

　　子之不時需。（古文弾手）

○夕がほや行燈恥し君は誰そ

　　李白の春夜宴桃李園序に，古人乗燭夜遊。良将以也。

　　（同）

0ゆふがほや竹焼く寺のうすけぶり

　　杜牧の酔後脚檜院に，今日群峰三半畔。茶燗輕麗落花

　　風。（三膿詩）

○藻の花や小舟よせたる門の前

　　常建の三日尋李九尊に，雨歓楊林東渡頭。永和三日嶽輕

　　舟。故人家在桃花岸。直到門前漢水流。（唐詩選）

0藻の花を分て許由が手水哉

　　蒙求の許由一瓢に逸士傳を引いて，許由隠箕山。無盃

　　器。以手捧水飲之。云々。

○ぬなぱとる小舟に歌はなかり髭

　　陸放胆の僧門曲に，釆野州蛛巧笑借。小舟黙断煙波面。

　　些頭折得欲有贈。重重葉蓋董人見。また李白め採蓮曲

　　に，若耶弓勢採蓮女。笑隔荷花共入語。（古文眞寳・圓

　　機活法の百花門。採蓮）

　　　　魚赤たのふだる人の七四忌追幅のためにしれるどち

　　　　の平等を乞て手向ぐさとなすも則ち讃佛場の因なる

　　　　べし

○梢より放つ後光やしゆうの花

　　白居易の香山寺詣氏洛中集記に，願以今生世俗文字之

　　業。狂言総語学誤。蘇爲當來世世讃佛乗之因。韓法輪之

　　縁Q（和漢朗詠集の佛事）

○蟻王宮朱門を開く牡丹哉

　　酪賓王の帝京篇に，朱門回復張公子○醐亭誰畏李將軍。

　　（唐詩選）また王維の酌酒與蓑迫に，白首相知猶按創。

　　朱門先達笑蝉冠。（同）

　　圓機活法の樹木・梶に異聞集を引いて，淳予勢家廣陵。

　　宅南有司梶。勢酔臥其下。夢二使者。日。梶安國王奉

　　遽。蓼随鮭鱒入郷中。日大椀安國。王日。吾南何郡政事

　　不理。屈野饗守。至郡累日乃磨。尋古塊下。穴洞然明

　　朗。可容一楊。有二大蟻。乃椀安國王。又尋一穴。直上

　　南枝。即南何郡。（同書の時令門，書疲の南何蟻にも）

○蝉なくや行人絶るはし柱

　　王昌齢の出塞行に，秋天驕野行人絶。馬首東回知是誰。

　　（唐詩選）

0天にあらば比翼の籠や竹婦人

　　白居易の長恨歌に，在天願作比翼鳥。在地願作連理枝。
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津山高専紀要（第1巻　第5号）

　　（古文眞寳）

○回路行人は少き若葉かな

　　同じく長恨歌に，蛾眉山下少人行。……蜀江水線蜀山

　　青。（同）

○魂祭王孫いまだ堪り來ず

　　四三の招隠に，王孫遊分不瞬。春草生・分韮藝。その他前

　　出。

○月見ぶねきせるを落す淺瀬哉

　　呂氏春秋の察今に，楚人群三江者。三洋自舟中墜於水。

　　雪平其四日。是等創之所從墜。舟止。從其所契者。入水

　　求之。舟已行　。而創不行。求剣若此。不亦惑乎。

○根に蘇る花や吉野の蕎変畑

　　清原滋藤の詩句に，花野瞬根無盆悔。鳥期入谷定延期Q

　　（和漢朗詠集の閏三月）

○鰯煮る宿にとまりつ後の月

　　白居易の縛戎人に，朝喰飢渇費杯盤。夜回腱躁汚即席。

○盗人の首領寄よむけふの月

　　魏の菅平の短歌行に，月明星希。鳥鵠南町。続樹三尊。

　　無枝可依。云々。（文選）（帯解は漢の天下を纂尽せんと

　　したれぽ「盗人の首領」と云へるか）

○後の月賢き人をとふ夜哉

　　蘇東披の後赤壁賦に，是：歳十月之望。歩自雪堂。將蹄子

　　臨皐。……已而三日。有志芋酒。有酒手肴。月白風下。

　　網野良夜何Q（古文丁子）また回持の子猷尋戴に，牛王

　　徽之。群居山陰。夜雪初霧。月色清朗。四望鮫然。獲酌

　　酒。詠左幣串隠詩。忽憶戴邊。時蓬四刻。時夜乗小船詣

　　之。（圓機活法の天：文門・雪にも）

　　　　探題水音

○風呂悟る温公の宿や秋の聲

　　冷齊夜話に，司馬菅公。童時與群見戯。一見墜大甕水

　　中。群見驚走。公以割干甕。水送出。見得不死。

○唐黍のおどろぎやすし秋の風

　　耽偉の秋日に，古i少人行。秋風動禾黍。（唐詩選）

○早くれて紅葉の朱をうばひけり

　　論語の陽貨に，子日。悪紫之奪朱也。悪鄭聲之齪雅樂

　　也。悪利口之覆邦家者。

○岡の家の海より干て野分哉

　　張砧の題松汀騨に，海明先見日。江白廻聞風。（唐詩選）

○後の月鴫たつあとの水の中

　　菜根諺に，古徳日。竹影掃塔塵不動。月輪穿沼水無痕。

○さればこそ賢者は富まず敗荷

　　圓機活法の百花門に「敗荷」の項あり。周忌叔の愛心説

　　に，予謂。菊花之隠逸者也。牡丹花之富貴者也。蓮花之

　　君子者也。　（古文箕寳・圓機活法の百花門・蓮花）また

　　書言故事に，蓮子日花中君子。蒙求の原憲桑椹に荘子を

　　引いて，原群居魯。環堵之室。茨以生草。蓬戸不完。桑

　　以爲櫃。悪世騙二陣。褐以爲塞。上漏下漁。匡坐而絃。

　　また同じく顔同国瓢に論語を引いて，一箪食。一瓢飲。

　　在随時。人不堪其憂。同也不改其樂。賢哉同也。

○畠を裂琵琶の流や秋の聲

　　白搾易の琵琶行に，渇陽江頭夜邊客。楓葉荻花秋ffS一。

　　　・曲終抽擾回心書。四捨一丁如高畠。（古文眞寳）

○熊野路や三日の根のことし米

　　荘子の迫野遊に，適葬蒼者。三喰而反。腹猶果然。適百

　　里者。牛耳糠。適千里者。三月聚糧。

○新そばや根來の椀に盛來ル

　　李白の客膝行に，蘭陵美酒醗金香。玉碗盛來瑳珀光。

　　（唐詩選）

○狩衣の袖より捨る扇かな

　　車町好の怨歌行に，新裂齊紋素Q鮫潔如霜雪○裁爲合歓

　　扇。團團似明月。出入君懐袖。動揺微風醗。常恐秋節

　　至。馬糞奪炎熱。棄摘筐笥中。恩情中道絶。（古文眞寳）

　　　　官　　女

○日を帯て芙蓉かたぶく恨哉

　　司馬温公の初夏に，四月清和雨空晴。南山當戸鱒分明。

　　更陣営紫因興起Q弓鋸葵花向日傾。（聯珠詩格・詩人玉

　　屑）王昌齢の長信秋詞に，玉顔不及寒鴉色。猶幣昭陽日

　　影來。（三膿詩）

○芦の花甲翁が宿のけぶり飛ぶ

　　柳宗元の尊翁に，漁準夜傍西岸宿。曉汲清湘燃楚竹。煙

　　浩日出不見人。歓乃一筆山水緑。（古文眞寳）

○盗人の屋根に浩行夜寒かな

　　野冊の陳宴遣盗に後漢書を引いて，陳宴字仲弓。穎川許

　　人。少作肝腎。爲都亭聖戦。……時歳荒。有盗墨入左室。

　　止於梁上。宴陰見之。呼子孫正平訓三日。夫人不可不自

　　勉。不善之人。未必本悪。脅以性成。途至於此。梁上君

　　子是　。

○門を出て故人にあひぬ秋のくれ

　　古調に，歩出城東門。町歩江南路。前日風雪中。故人從

　　此去。（古今野曝）

○零砕の情のこはさよ夕時雨

○水鳥も見へぬ江わたるさむさ哉

　　柳宗元の堅雪に，千山鳥飛絶。萬今人躍滅。孤舟蓑笠

　　翁。濁釣寒江雪。（詩人玉屑）
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○半江の斜日片雲の時雨かな

　　杜甫の戯題王宰三山水回に，焉得井州快勇刀。勇取呉松

　　三江水。（古文眞寳）

　　杜甫の丁張氏隠居に，弓道餓寒歴泳雪。石門斜日到林

　　丘。（唐詩選）

　　杜甫の野老に，長路野心悲創閣。片雲何意傍i琴毫。（杜

　　律集解）また門下集解に，片雲天汗管。片雲頭上黒。青

　　一巻片雲。など見ゆ。

○鐘老聲磯て鼠樒を食こぼす

　　詩経の周南・行露：に，誰曙町無牙Q何以穿我塘○また野

　　相公の秋夜に，井野胆勇養黒闇。壁厭空心穿孔穿。（和

　　漢朗詠集の轟）

○変蒔の魍魎長き夕日哉

　　荘子の齊物論に，岡爾問景日。襲子行。今子」．E。嚢子

　　坐。今子起。何其無特操與Q注に，岡雨景之景也。

○夕ざれて韮の襲喰ひけり

○腐儒者韮の菱喰ひけり

　　圓機活法の雪菜門・iの夜雨勇に，郭子守。見友人冒雨

　　勇韮。作敗餅。今旦人群之Qまた同じく人品門・貧士の

　　毎食三野に，齊庚呆之清貧、食唯有韮姐。任肪戯之日。

　　誰謂EP貧。食常二十七種。不言三子也。また杜甫の附置

　　営庭士に，夜雨勇春韮。新旧問黄梁。（古文眞寳）

　　男子の野相に，平日。括嚢。無配。無答。腐儒之謂也。

　　また杜甫の賓至に，寛日滞留佳客坐。百年粗糎；腐儒餐。

　　（杜律集解）

○わらび野やいざ物焚ん枯つXじ

○石に詩を題して過る枯野哉

○鮮をおす石上に詩を題すべく

○寒山に木を伐て乾鮭を煮る

0腹と汁鼎に伽羅を焚夜哉

　　白居易の野点十八錦山寄題仙遊寺に，林間媛酒焼紅葉。石

　　上題詩携緑苔。（和漢朗詠集の秋興）

○宿老の紙衣の肩や朱陳村

　　白居易の三三村に，徐州古濃縣。有村日朱陳。去縣百鯨

　　里。桑下冷鼠量。機後聲札札。牛田走転転。女汲下中

　　水。男採山上薪。縣遠官事少。山四人俗評。云々。

○墨染の夜の錦やはちたXき

　　十八計略の西漢太輯高皇帝に，項三見秦残破。且思東

　　蹄。日Q富貴二丁故郷。如衣繍夜行耳。云々。

○木がらしや廣野にどうと吹起る

　　張子容の丁丁歌第二｛暫に，朔風吹葉雁門秋。萬里燗塵昏

　　成櫻。（唐詩選）また常建の塞下曲に，北海陰風動応訴。

　　明君祠上望龍堆。（同）

0大雪となりけり關の戸ざし時

　　韓退之の左遷至藍關示姪孫湘に，雲横秦嶺家何在。雪擁

　　藍關馬不戦。（同）

○雪折も遠く聞えて夜ぞふけぬ

　　元唐卿の雪夜訪櫓に，一天明月曝銀河。童子敲氷野煮

　　茶。坐久忽平庭竹折。老僧持睨保梅花。（錦繍段）

○鴛や花の君子はかれてのち

　　周茂叔の愛野説に，蓮花之君子者也。（古文眞寳・前出）

　　元微之の十日菊花に，不是花中偏愛菊。此花開後更無

　　花。（和漢朗詠集の菊）

○水鳥も見えぬ江わたる寒さ哉

○里ふりて江の鳥白し冬木立

　　杜甫の絶句に，江碧鳥咳払。山青花欲然。（唐詩選）

○鰻汁の君よ我等よ子期伯牙

　　指環の伯牙絶絃に列子を引いて，伯牙善鼓琴。鍾子期善

　　聴。伯牙鼓琴。半在高山。子期日。善哉暴義乎若泰山。

　　志在流水。子期日。善哉洋洋乎若江河。伯牙所念。子期

　　必得之。（圓機活法の志氣門・知音にも）

○寒月や松の落葉の石を射ル

　　蒙求の重爆成践に，前漢華墨。障壁成紀入。世世受射

　　法。……導出狸。見草中石。以爲虎射之。中石没矢。硯

　　斑石也。他日射終不能入。

○河豚汁や平均の家の戻足

　　墨引の寒食に，　日暮罫描傳蝋燭。青咽綿入五尊家。（唐

　　詩選・三選詩）

○突とめた鯨や眠る峯の月

　　梅割愈の採石田崎郭功甫に，採石山下訪一拝Q夜披錦；砲

　　坐釣船。柴門愛月卿弓懸。……便當騎鯨上青天。（古文

　　眞寳）また馬子才の燕思亭に，李白騎鯨飛上天。江南風

　　月閑多年。（同）

　　　　王義之

○物書て鴨に換けり夜の雪

　　李白の王右軍に，右軍本清眞。瀟洒在風塵○山陰遇羽

　　客。要此好鶴賓。掃素駕道経。筆精妙入神。書罷籠鶏

　　去。注に苦書を引いて，山陰有道士。好賢宰。裁之往

　　観。求而市之。道士云。爲我窺道徳経。墨群相贈。義之

　　窺畢。堅砦感興。（古文眞寳）

○かぜ一陣水鳥白く見ゆるかな

　　日野一朝の辮世に，引首當白刃。戴断一陣風。（太平記）

　　杜甫の四旬に，江碧鳥逮白。山青花欲然。（唐詩選・前

　　出）
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○寒月や門を叩けば沓の音

　　早島の題華中幽居に，鳥宿池中樹。檜敲月下門。（三髄

　　詩・詩人玉屑）

○三軍に日のくれか玉る師走哉

○木がらしや炭費ひとりわたし舟

　　白居易の費炭翁に，費炭翁。……可憐身上衣正輩。心憂

　　炭賎願天刑。夜來城外一尺雪。曉駕炭車兄畑轍。云々。

　　　　除　　夜

○いざや覆ん元日は又あすのこと

　　高適の除夜作に，旅館寒燈猫不眠。客心何事韓凄然。故

　　郷今夜思千里。霜野明朝又一年。（唐詩撰）また戴叔倫

　　の除夜宿石頭騨に，愁顔與衰賓。明日又逢春。（三艦詩）

○冬ごもり燈光風の眼を射る

　　杜甫の十七夜封月に，光射潜門動。明中宿鳥頻。（杜律

　　集解）

○鍋敷に山家集あり冬籠

　　白居易の秘省後麟に，翻後聴無一事。白頭老監枕書

　　眠。また石林詩話に，青山椚甲州。黄鳥挾書画。（圓機

　　活法の人事門。間適）

　　　　芭蕉忌

○時雨おとなくて苔にむかしをしのぶ哉

　　杜甫の春夜喜雨に，随風潜入夜。潤物細無聲。（杜集律

　　解・圓機活法の天文門・雨にも）

　　傳温の春日山居に，春風暗明庭前樹。夜雨楡穿石上苔。

　　（和漢朗詠集の風）

○雨の時貧しき蓑の雪に富り

　　王荊公の勧學文に，貧者因書富。富者因書貴。（古文眞

　　寳）また劉長野の酬李穆見寄に，町明柴門迎遠客。青苔

　　黄葉満貧家。（三盤詩）

○玉あられこけるや富士の天邊より

　　王昌齢の途碑大塔安野に，回避扁舟安野郡。天野饗虜穆

　　丁丁。（唐詩選）

○初霜やわづらふ鶴を遠く見る

　　杜牧の鶴に，終日無群伴。漢邊弔影孤。同じく杜牧の早

　　鷹に，中部二半虜衿開。雲外二障四散哀。仙郷月明孤影

　　過。長門燈暗撒聲來。（詩人玉屑）

○相火桶無絃の琴の撫こころ

　　早撃の陶潜蹄去に，脚半潜字元亮。渇陽人。……性不解

　　音。畜素i琴一張。絃徽不具。毎朋酒之會。則撫而和之

　　日。但識i車中趣。何三絃上聲。

○寒菊や愛すともなき垣根哉

　　陶淵明の難詩に，採菊東簾下。悠然見南山（古文眞費）

　以上蕪村の句と，その背景となり，或は直接影響を及ぼし

たと思はれる漢詩文を掲げたのであるが，一般に理解せられ

てみる程度を遙かに越えて，蕪村の句が漢詩文の影響の下に

なったことが知られて，全く驚かされるのである。しかもそ

の撮取の方法も多岐に渉ってみて，中國文學が日本の古典と

同様の取扱いを受けてみる黒占に興味深いものがある。更に背

景となった漢籍を考察してみると，主たる引用文献として次

の如きものが認められるのである。

　　古文眞寳（前後集録）

　　三　髄　詩

　　唐　詩　選

　　聯珠詩格

　　禅林旬集

　　古今詩制

　　錦　繍　段

　　和漢朗詠集

　　圓機活法

　　詩人王屑

　　白氏交集

　　陶淵明手

　　導燈集解

　　薙　　　子

　　蒙　　　求

　　十八史略

　　詩　　　経

などの書を墨げることが出來ると思ふ。私の管見では蕪村の

句についてみる時，大艘これらの書でその引用は解決出來る

のではないかと考へてるる。更に彼の散文を分析してみない

と明確には言い難いが，右が彼の愛読書であったことは否定

し得ないであらう。これを芭蕉と比較してみると，大率一致

するのであって，何れも江戸時代に流布し，和刻本も多く出

ている書物と云ふことが出來るのである。次に右の書物につ

いて，漢籍の解題を営む勢に替へて，簡軍に解説しておかう

と思ふ。

　古文眞寳。前後集各十巻，計二十巻。編者は宋の永陽の黄

堅と云ふ。前集は漢より唐に至る有名な五言古風・七言古風

・長短旬・歌・行・吟・曲の古詩に勧學文を付して収めてみ

るQ後傷は楚の屈原から宋に至るまでの古文を辮・賦・説・

序・記などの十六類に分類収録してみる。編纂が簡にして要

を得，漢文學を愛讃する者の必護の詩文を収め，江戸時代を

通じて難く行なはれた書である。特に後集は韓・柳の古文の

流行の影響もあって盛行を見た。刊本も多く，注繹書も林羅
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山の潮解の他，邦人の著作も多い。

　三野詩。正しくは三野唐詩または唐賢三髄詩家法と云ふ。

三巻。宋の淳祐の人で波陽の周弼の撰である。彼はこの書を

以て詩法を子弟に教へ，増増の詩弊を矯正せんとしたもので

ある。唐の詩人一百六十七人の詩を，三才華ち七言絶句・七

言律詩・五言律詩に分類し，更に七絶では實接・旧弊・用字

・前樹・後押・拗体の七格，七律では四實・雑事・前明後實

・前帯後年・結句・詠物の旧格，五四では七律の格に意を加

へ，結旬・詠物が起句・結句になってみる。わが國では先ず

五山の詩僧に尊重せられ，江戸に入っても多くの刊本があ

る。詩は大率四則格調が正しく，調子は流暢，墨筆は幽麗

で，初等者にも便利であるために大いに行なはれた。一般に

繹圓至注・斐庚増注が行なはれたが，熊谷立閑・素子・森川

許六に注笹書が出てみる。

　唐詩選。七巻。明の李干鱗に仮託した儒書である。狡猪な

る書中が李増発の盛名を奇貨とし，彼が撰著を志して果さな：

かった唐詩選の序を付して刊行したものである。江戸初期に

傳忙し，先ず那波活所が推構し，特に荻生征棟・服部南郭の

取手を得たため，元緑以後に最も流行した書物である。白居

易の作の収められてをらない恨などはあるが，大体唐詩の秀

作を収録せられてるるために，荷も學問に志す者は悉く目を

通した書であって，刊本も頗る多い。一百二十七人の詩四百

六十五首を，五古・七古・五律・五趣・七律・五聖。七絶の

順に分類してみる。

　聯珠詩格。二十巻。元の子濟撰・察正雨避。正しくは精選

唐宋千家聯珠詩格である。唐宋の詩人の七言絶句を，四句全

封・起聯平側封・起聯平韻饗などの詩格から，用前身字・用

後平字の用字格に至るまで凡そ三百二十格に分類して収録し

てみる。この書は中國に早く散絶した。我が國では古文眞寳

・三髄詩と共に五山の僧徒の問に尊重せられ，五山版で開版

せられた。徳川時代も流行し，特に中期以後は盛行を見，刊

本も多い。元来詩學の書であるが，作詩者のみならず一般の

漢詩愛好家に弾まれた書である。

　禅林句集。二巻。臨済宗の曾英朝の撰である。英朝ぽ東陽

と塾し，京都の妙心寺及び大徳寺に住し，雪江宗探の開示を

受けて心印を傳持した。永正元年示寂，年七十七。著書は禅

林句集の外に正燈録がある。また無孔子十巻は，門人がその

法語を集めて編纂したものである○繹林句集は浬北町・携伽

経・金剛経・維財経などの維典，碧巖集・虚三跡・無朝事・

三寸集などの北斗，更に儒教の四書五維・老子・甫i子など諸

子の書，史記・漢書・笹書などの史書，淵明集・李太白集・

東披集・山谷集などの詩文集に至るまで，輝当初學者の入門

に當って，取って資とすべき詩句文章を，一字關・二字關・

三字關・即言・五言・五言封旬・呪言・浮言呪物・七言。七

言平句・八言・八言割句の十二の形に分類してみる。この書

は軍に輝輝においてのみならず，一般にも廣く讃まれた。流

布本としては貞享の刊本がある。

　古今詩9刑。三十四巻。明の李干鱗の撰。書名は古今の詩の

不正なるものを珊って正しきものを存する意である。漢より

陳に至る樂府より詩に及び，唐の五平・七古・五律・五言・

拒絶・七絶を取り，宋・元を除いて明人の古詩・絶句を収め

てみる。先に述べた唐詩選はこの唐代のものを取り，これを

増減したものであると云ふ。從って唐詩選と重複してみるも

のは，唐詩選を出典として記した。我が國では寛保三年刊の

良本がある。

　錦繍段。一巻。五山の詩僧天隠龍澤の撰である。唐・宋・

元・明の詩入二百二十二家の七言絶句三百二十八首（流布本

三百三十一首）を，天文・地理・節序・人品などの十八部門

に分ってみる。詩は大下平明清淡で，二巴風韻に富んだもの

が多い。先ず慶長勅版本として刊行せられ，次いで元和二年

の整版が出で，寛永・寛文・貞享・門下年間に刊行せられ

た。江戸初期，特に元緑の頃までは盛行した書であったが，

唐詩選の流行と共に衰へた。しかし多くの刊本が存して一般

に讃まれた書物であった。

　和漢朗詠集G藤原公任の撰で，漢詩交。和歌の麗章佳句

の，興に乗じて朗論高吟に適するものを選んだもので，漢詩

文では五百八十四句が採られてをり，これを四季と雑の五部

に分類してみる。作家は本邦人五十二人，中当人二十八入

で，特に白丁天の作品が最も多く，百三十五句に達してみ

る。この書は國文學に長く且大きく影響した書であった。数

種の窮本があるが，寛永・寛文・享保・元緑に注繹書が刊行

せられてるる。信救の私注，玄恵の砂，季吟の集註，蘭山の

置字抄，惟中の諺解などである。

　圓機活法。二十四巻Q正しくは圓機活法詩學全書と云ふ。

子笹著。町尽仲の萬暦年間の序文を付してみる。楊涼の附記

は詳にしないが，玉世理校正とあるのは，六時盛名の若者で

あり詩人であった王世貞の名を仮りた，書疑の射利的手段に

出たものと考へられ，唐詩選同様に慣書といふことになるで

あらう。これは題名の示す如く，故事成語等を類聚して作詩

者の便に供するのが目的である。作詩する時に詩語・故事・

成語・熟語などを探り，先人の詩句を墨げて作例を示し，韻

を求めるのに便利なやうに編纂せられてるるために，初雪者

には特に好都合な平町便覧である。内容は天文・時令・節序

・地理・城市・などの四十四部門に類別し，各部門について
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津山高専紀要（第1巻　第5号）

は更に細かく項目を分ってみる。今最初の天文の部に例を取

ってみると，天・日・日影・斜陽・春日などの項に分ち，そ

れを更に細かく些事・事實・品題・大意・起句・聯句・結句

などの見出しを付し，救事・事實・品題にはその下に故事・

出典・熟字・成旬などの詩語を提示し，割注を以て詳細に論

明解増し，或は出典を明示してみる。大意・起句・聯句・結

句については，熟語や古人の句を示して作詩者の便に供して

みる。これは作詩上實用の書として重寳な書である。芭蕉も

この書を愛護してみたことは，奮著『芭蕉と中國文學』に引

用を學げて述べたところであるが，最：近『錦繍段』などの書

と共に注目せられてるるやうである。しかし芭蕉においても

蕪村においても同性のことが云へるのであるが，この書を以

て作詩の爲に用ひたものではなく，教養の書として讃んだも

のであった。江戸時代の文化人の多くはさうであった。恰も

われわれが百科事典を利用するやうな調子であった。全く教

養の各分野に渉って網羅した珍重すべきもので，任意にあち

こちを開いて讃み，一般敏養の資としたのである。從って勢

中研の故事や歴史的知識が豊富になったわけである。私はこ

の書の引用を考へる時には，大意・起句・聯句・結句・韻字

や索引などは早り讃まれなかったものと考へ，太字を以て記

した所謂百科字典を想はしめる幹事・事實の部分より引用を

求むべきであらうと思ふ。特に断乎を前者に出典を求めるこ

とは當を失するものと思ふ。この鮎を注意しないと，絡ての

出典がこの書にあるやうで，過當に評価することになると思

ふ。從ってこの小論でもその取扱をすることにした。

　詩人玉屑。二十巻。宋の魏慶之の撰。南宋の詩家を中心と

した詩話を集め，加ふるに自己の意見を述べたものである。

宋代の詩論はこの書によりて概見することが出來る。内容は

詩思・詩法・詩評・句法・口決・命意・造語など五十六部門

に分ってみる。五山版もあって五山の詩信たちに愛干せら

れ，江戸時代に入っては寛文以來版行多く流布した書であ

る。芭蕉もこの書の影響を多く受けてをり，蕪村の愛讃した

ことも偶然ではないと思ふ。

　白氏文集Q七十一巻。別に白声誉慶集とも呼ばれるQ唐の

白居易の詩文集である。我が国ではr文選』と併稻してr選

集』と呼ばれて，古くから親しまれ，最も國文學に大きな：影

響を與へた書物である。平易流暢で認諦に適し，情性に基

き，人情に卑近であったために，讃み易く理解し易く，我が

國人の野風に投じたものである。『和漢朗詠集』にも最も多

く取られてみることは先に述べた通りである。蕪村の引用に

ついても多い書である。

　陶淵明集。八巻または十巻。淵明名は潜，五山先生と懐

し，認を靖節居士と云ふ。家君のため三歎の令となったが，

「我量二五斗米ノ爲二審ヲ屈シテ，郷里ノ小児二向山ンヤ」

と云ひ，蹄去來の辮を作って郷に滑り，再び仕へなかった。

晩年田園に隠遁し，酒を娯しみ菊を愛し，悠悠自適して生涯

を終った。その高風清節は六朝第一と介せられる。詩は隠逸

を旨とし，自然を尊び酒を樂しみ，田園を愛した作が多く，

清遠質朴で皆々たる逸氣に盗れてるる。中学に於ても多くの

詩人が彼を師としたが，特に日本人の尊崇するところともな

った。また彼の生活や詩は南書の題材として好んで用ひられ

た。江戸の刊本としては，寛文四年に菊池東9の校貼した十

巻本がある。向ほ文や詩は『蒙求』・『古文眞寳』・『竹野活

法』にも多く採られてみる。

　杜律集解Q六巻。杜甫の五言律詩・七言律詩のみを取って

編纂したものである。五言四巻，七言二巻である。明の郡傳

字は夢弼の撰で，彼の万暦十五年の序が付いてみる。江戸時

代にはこの書が非常に愛護せられたらしく，杜甫は一般に

『杜工部集』から理解せられたものではなかったやうであ

る。勿論蕪村も彼の古詩や絶句も多く承知してみたわけであ

るが，これはE＝古文眞寳』・『唐詩選』・r聯珠詩格』・r詩

人玉屑』などに依って知ったやうに思はれるのである。これ

は芭蕉においても同様のことが云へるのである。この書の江

戸時代の刊本は誠に多く，寛永・万治・寛文・貞享・元緑と

相櫃いで刊行せられた。またこの書の注繹の適切簡明である

ことも特色であらう。

　荘子。薙周の著。古くは五十二篇あったが，郭象が翻改し

て，現存本は三十三巻三十三篇である。帥ち内篇七・外篇十

五・下篇十一・爲音一である。内篇の七篇は三三遊・齊物論

・養生主・人間世・徳三二・大宗師・慮帝王で最：も古く，荘

周の真意を傳へたもので，外難篇は飛周の徒の著作が混入し

てみると考へられてるる。蕪村の引用も内篇が多い。俳譜の

世界では荘子は特に尊重せられ，西山宗因は荘子の像に讃し

て，「抑く俳譜は難艦のそのひとつにして，歌の寓言ならし。

荘周が文章にならひ，守武が鯨風を仰がざらんや」と云ひ，

談林派では俳譜は荘子の寓言に通ふものであるとせられて下

穿，芭蕉を始めとして，俳人の必讃の書であったやうであ

る。

　十八史略。二巻。宋末元初の人曾先導の撰。『史記』・『漢

書』より国史に至る十八の史書を砂略したものであるから

『十八史略』と云ふ。歴史的事實を中心として，格言・成

語，浬諺・風木に及ぶまで，學徒君子の必須の知識を網羅し

てみるために，廣く讃まれた書である。各藩校はこれを敏科

書として用ひ，田舎の寺小屋に至るまでこれに傲って履修し

一31e一



仁枝　忠　蕪村の句における漢詩文の影響について

た。即ち孤疑の學者ならざる一般の人土は，この書を讃んで

支那史の概要を把握し，故事・成語も學んだのである。

　蒙求。三巻。唐の臨急の撰。維史中の名士の言行の相類似

する人物を取り，雨露を相比較して四字句の韻語の標題を設

け，童蒙勉學上の資となさんとしたもので，江戸時代に於て

は『唐詩選』・『十八誌略』と虹んで，最も盛行を見た書の

一である。特に漢・著時代の人物が多く，江戸時代の人士が

常識として，三三古代の名士の言行を理解してみたのは『圓

機活法』・『十八史略』とこの書より得たものらしく，直接

『史記』・『漢書』以下の史書を誼んだものではなかったや

うに思ふ。從って蕪村に於ける漢文學の引用・出典を考へる

時，彼の具艦的な背景はこれらの書にあったと思はれる。注

冷家はこの黙十分注意を要するのではないかと思ふ。

　論語。二十篇。孔子及びその門人たちの言行を記録した書

であって，儒教の最高の維典である。江戸時代は儒教全盛の

時代であって，一般人の教養として，また道徳の最高の槽威

として廣く讃まれたものである。

　孟子。七篇。十四巻。論語と三二せられる書である。『大

高』・『中庸』と四書と稻せられるが，蕪村はこれらの書に

は大して興味がなかったやうである。孟子の引用は認められ

るので護んだことは明かであらう。朱子學一尊の時代である

から，恐らく朱子の集註本が藏せられてるたと思はれる。こ

の書は『論語』に似て孟子とその門人の言行，或は討論を筆

記したものであるQ

　詩維。輩に『詩』とも云ふ。孔子が股より春秋に至る間の

詩三千鯨篇を鵬って三百余篇とし，孔子の道徳敏育の教科書

として用ひたものである。五経中蕪村の關心を持ったものは

この書程度のものであったと思はれる。

　これらの書以外にも，『書維』・『易経』・『新撰朗詠集』・

『冷齊詩話』などに僅かの引用が認められる。

　終りに正岡子規の俳句と漢詩との關係についての論を聴き

たいと思ふ。

　　俳句と和歌と漢詩と形を異にして趣を同じうす。中にも

　　俳句と漢詩と殊に似たる庭多きは，俳旬が力を漢詩に籍

　　りしにも因るべきか。芭蕉は杜甫の詩を讃みて其の趣味

　　を俳句に移し，蕪村は詩の趣味と共に詩の言葉をも俳句

　　に用ひたり。然るに漢詩を解する者往往にして俳句を解

　　せざる者あり。こは俳句を見るに漢詩を見るの標準を用

　　ひざる故なり。余も久しく漢詩を見るの標準を誤りし

　　が，一旦俳句と漢詩と二致あるに非るを悟るや，疑團氷

　　解して始めて漢詩の眞相を認め得たる心地す。俳句に於

　　ける余の標準の誤らざる限りは漢詩に於る標準も亦誤ら

　　ざるを信ず。俳旬解すべからずとなす者，亦俳句を見る

　　こと詩を見るが如くせば容易に之を解し得べし。（俳句

　　と漢詩）

これは子規の俳句観であり，また漢詩観でもある。誠に興味

有る議論であって，蕪村の句と漢詩の關係を理解のために

も，簡にして要を得た本質論である。

　芭蕉と蕪村は共に相似た漢詩文の書籍を温み，多くの漢交

學を俳句に撮取してみるのであるが，その方法にかなりの相

違が認められるのである。この黒占については稿を改めて論じ

たいと思ふのであるが，芭蕉と蕪村の立場の相違を物語るも

のであると考へられるのである。芭蕉の具禮的引用について

ぱ，拙著『芭蕉と中國文學』を参照していただければ幸であ

る。

（昭和42年9月10日受理）

補　遺

○花にくれぬ我住む京に錦去來

　陶賢明の響町來譜に，館去來夢。田園將蕪。云々。（古

　文押明　前出）

○春さめや菜めしにさます蝶の夢

　荘子の齋物論に，昔者荘周。夢爲胡蝶。云々。（前出）

○柳にもやどり木はあり柳下恵

　列女傳に，玉石墜泥不惑汗。柳下覆寒女不野鼠。

○月になく鳴呼現在の父懸し

　白楽天の慈烏夜帰に，慈鳥失其母。唖唖：吐哀音。書夜働

　飛去。経年心意林。夜夜夜牛哺。聞害虫浩襟。必中如上

　訴。未蓋反哺心。（古文眞寳）

○鳥蓋てかくるX弓か三日月

　十八計略の西漢語姐高皇帝の六年に，重信日。果若人

　言。狡兎画論狗烹。飛鳥蓋良緑虫。敵國破謀臣亡。天下

　已定。臣固最上

○萎刈て遠山見せよ窓の前

　白回天の井底引銀瓶に，媚娼盤面秋翼蝉。宛韓塩鮎遠山

　色。
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